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令和４年第３回南関町議会定例会（第１号） 

令和４年３月９日 

午前１０時００分開議 

於    議    場 

１．議事日程 

開会宣告 

議事日程の報告 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 
３番 矢 野 修 一 君 
４番 西 田 恵 介 君 

日程第２ 会期決定について 

日程第３ 諸般の報告について 

日程第４ 陳情の委員会付託について 

日程第５ 議案第４号 南関町一般職の職員の給与に関する条例及び南関町パートタ

イム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について   

日程第６ 議案第５号 南関町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条

例の制定について   

日程第７ 議案第６号 南関町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について     

日程第８ 議案第７号 南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につい 

           て  

日程第９ 議案第８号 南関町消防団条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 10 議案第９号  熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規

約の一部変更について  

日程第 11 議案第 10 号 南関町新型インフルエンザ等対策本部条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第 12 議案第 11 号 南関町公民館条例を廃止する条例の制定について  

日程第 13 議案第 12 号 令和３年度南関町一般会計補正予算(第６号)について  

日程第 14 議案第 13 号 令和３年度南関町国民健康保険特別会計補正予算(第３号)に

ついて   

日程第 15 議案第 14 号 令和３年度南関町簡易水道事業特別会計補正予算(第２号)に

ついて    

日程第 16 議案第 15 号 令和３年度南関町介護保険事業特別会計補正予算(第４号)に

ついて  

日程第 17 議案第 16 号 令和３年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算(第２

号)について   
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日程第 18  議案第 17 号 令和３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２号)に

ついて   

日程第 19  議案第 18 号 令和３年度南関町下水道事業補正予算（第４号）について  

日程第 20  議案第 19 号 令和４年度南関町一般会計予算について    

日程第 21  議案第 20 号 令和４年度南関町国民健康保険特別会計予算について  

日程第 22  議案第 21 号 令和４年度南関町簡易水道事業特別会計予算について  

日程第 23  議案第 22 号 令和４年度南関町介護保険事業特別会計予算について  

日程第 24  議案第 23 号 令和４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計予算について  

日程第 25  議案第 24 号 令和４年度南関町後期高齢者医療特別会計予算について  

日程第 26  議案第 25 号 令和４年度南関町下水道事業予算について   

日程第 27  議案第 26 号 南関町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

日程第 28 一般質問 

①  ７番議員  ② ２番議員  ③ ８番議員  

          

２．出席議員は次のとおりである。（1２名） 

１番 福 山 美 佳 君         ２番 伊 藤 博 ⾧ 君 

３番 矢 野 修 一 君         ４番 西 田 恵 介 君 

５番 北 原 浩一郎 君         ６番 中 村 正 雄 君 

７番 杉 村 博 明 君         ８番 井 下 忠 俊 君 

９番 境 田 敏 高 君         10番 山 口 純 子 君 

11番 立 山 比呂志 君         12番 立 山 秀 喜 君 

 

３．欠席議員なし 

   

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名（12名） 

町 ⾧ 佐 藤 安 彦 君  副 町 ⾧ 大 木 義 隆 君 

教 育 ⾧ 谷 口 慶志郎 君  総 務 課 ⾧ 古 澤  平  君

税 務 住 民 課 ⾧ 東 田 彰 夫 君  まちづくり課⾧  坂 田 浩 之 君 

福 祉 課 ⾧ 田 中 龍 城 君  健 康 推 進 課 ⾧ 良 田 和 彦 君  

経 済 課 ⾧ 田 口  明  君  建 設 課 ⾧ 嶋 永 健 一 君 

  教 育 課 ⾧ 赤 木 二三也  君  会 計 管 理 者 竹 崎 俊 一 君   

 

５．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

議 会 事 務 局 ⾧ 橋 本 清 孝 君    書  記  山 下 飛 鳥 君 
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開会 午前 10 時 00 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 起立。礼。おはようございます。着席。 

ただいまから令和４年第３回南関町議会定例会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

議事日程等は御手元に配付のとおりです。 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、３番議員、４番議員を指名

します。 

―――――――〇――――――― 

日程第２ 会期決定について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第２、会期決定についてを議題にします。 

お諮りします。 

本定例会の会期については、本日から３月１４日までの６日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 

〇議⾧（立山秀喜君） 異議なしと認めます。 

したがって、本定例会の会期は本日から３月１４日までの６日間とすることに決定

しました。 

―――――――〇――――――― 

日程第３ 諸般の報告について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

報告は、例月出納検査及び令和３年度第２回定期監査の報告についてです。 

本件については、南関町監査委員に関する条例第１４条の規定によって、監査委員繁

松哲也君、打越潤一君より、令和３年１１月分、１２月分、令和４年１月分の出納検査

結果及び令和３年度第２回定期監査の結果についての報告がなされています。内容に

ついては、その写しを御手元に配付していますので、これを省略します。 

―――――――〇――――――― 

日程第４ 陳情の委員会付託について 

〇議⾧（立山秀喜君） 日程第４、陳情の委員会付託についてです。 

閉会中に受理した陳情は、御手元に配りました陳情書の写しのとおりです。１件を所

管の常任委員会に付託しましたので、報告します。 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） ここで町⾧から挨拶の申出があっていますので、これを許します。 

町⾧。 
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〇町⾧（佐藤安彦君） 皆様改めましておはようございます。 

令和４年第３回南関町議会定例会の開会にあたり、令和３年度補正予算案、令和４年

度当初予算案、その他諸議案の御審議をお願いいたしますとともに、本年２月に町⾧・

町議選挙が執行されたために、骨格予算の部分はございますが、本定例会で施政方針を

申し述べ、議員の皆様並びに町民の皆様に一層の御理解と御協力をお願い申し上げる

次第であります。 

令和４年２月に、町⾧・町議選挙が執行され、第１８期南関町議会議員の皆様とは、

初めての議会定例会を迎えております。 

昨年は、約２年にわたり、全世界を巻き込んで、感染が続いている新型コロナウイル

ス感染症や梅雨明け後の８月に発生した豪雨災害、年末に発生した高病原性鳥インフ

ルエンザなど、年間を通して、感染予防対策や災害対策等に対応した厳しい年でありま

した。災害等はいつどこで発生するかがわからないものであり、常日頃からの危機管理

体制の確立が重要なことを改めて肝に銘じておかなければならないと考えているとこ

ろであります。 

明るい話題としては、役場新庁舎、防災関連施設が年末に完成し、職員の皆さんの協

力もあり、年末年始の閉庁日を利用して、全ての引っ越し作業を進め、１月４日、火曜

日に開庁式、１５日土曜日に落成式を執り行うことが出来ました。 

新庁舎建設の基本方針を安心安全な防災拠点となる庁舎、まちづくりの拠点シンボ

ルとなる庁舎、人と環境に優しく利用しやすい、親しみのある庁舎として、これからも、

町民の皆様の役に立てる施設として、私をはじめ全職員で皆様をお迎えしたいと思い

ます。 

さて、国においては、新型コロナウイルス感染症拡大への対応や、年金、医療など社

会保障費の増加等により、これまでにない厳しい財政状況が続いており、一般会計の総

額は、１０年連続過去最大となる１０７兆５,９６４億円が計上されております。 

歳入は、新型コロナからの景気回復及び税収の伸びを見込んで、新規国債発行額は２

年ぶりに減少し、歳出では、デジタル化の推進、社会保障関係費、防災減災対策の充実

に向けた施策に重点配分されております。 

歳出項目別では、政策的経費である一般歳出の過半を占める社会保障関係費が３６

兆円を超え、岸田総理が掲げる分配戦略として、介護、保育、幼児教育などの現場で働

く方の賃金を３％引き上げることとされており、新型コロナ対策では、感染拡大に備え、

予備費として５兆円が計上されております。 

また、地方財政対策としては、地方交付税の総額が前年比３.５％増の１８兆５３８

億円となっておりますが、臨時財政対策債が大幅に抑制され、安心できるような状況に

はありません。 

平成２７年度に創設された「まち・ひと・しごと創生事業費」については、引き続き

１兆円が確保され、地方団体が地域社会の維持、再生に向けた幅広い施策に自主的、主
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体的に取り組むための地域社会再生事業費も４,２００億円が計上されており、本町に

おいても、町の特色を生かした事業の展開を継続していく必要があります。 

このような中で、本町の人口は、令和４年２月末で９,１７４人となっており、令和

２年度に実施された国勢調査での人口は８,９６８人で、高齢化率も４０％を超えるよ

うな状況となっておりますが、町の継続的な発展のためには、行財政改革による無駄の

排除、さらなる自主財源の確保に努めなければなりません。 

特に、今年度も地方交付税配分額が確保される見込みではありますが、柔軟に対応で

きる財政構造の構築と、役場新庁舎等完成後の中⾧期的な計画を見据えた事業の展開

が必要となります。 

厳しい状況が続くことになりますが、地域住民の皆様方が安全安心で心豊かに暮ら

せるような質の高い行政運営を行っていくことは行政の責務であり、信頼される自治

体として分権時代にふさわしい行政サービスの提供に努めていきたいと考えておりま

す。 

本年度は、国県の動き等も含めて、柔軟かつ弾力的に対応しつつ、最少の経費で最大

の効果を上げることができるような事業を推進するとともに、住民福祉の向上に努め

てまいります。 

令和４年度の一般会計歳入歳出予算については、町⾧町議選挙の関係で一部骨格編

成となっており、追加が必要な事業予算については、６月議会定例会で御提案させてい

ただきたいと思います。 

そこで、今回提案申し上げております令和４年度一般会計予算でございますが、歳出

全般にわたり、細部までの検討を行い、経営の効率化、コストの削減を念頭に置きなが

ら歳出の抑制に努め、目的に沿った費用対効果を重視し、重要政策課題に重点を置いた

編成を行ったところでございます。 

令和４年度南関町一般会計予算の総額は、５６億１,８６６万９,０００円で、昨年度

と比較しますと、２０.９％、１４億８,４００飛び７万６,０００円の減額となっており

ます。減額となりました主な要因は、前年度完了した庁舎等建設費１０億円余りや、骨

格予算により、新規事業費分を６月補正予算に計上することとしたためであります。 

その他の議案の提出については、条例等の一部を改正する条例の制定についてが７

件、南関町公民館条例を廃止する条例の制定についてが１件、令和３年度南関町一般会

計補正予算についてのほか各特別会計の補正予算についてが５件、令和３年度南関町

下水道事業補正予算についてが１件、令和４年度南関町一般会計予算についてのほか

各特別会計の予算についてが５件、令和４年度南関町下水道事業予算についてが１件、

南関町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてが１件を提案していま

す。 

御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、令和４年度の主要な施策について申し上げます。 
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まず総務課では、行政事務の効率化、財政運営の健全化により、行政サービスのさら

なる向上を図り、町民の皆様一人一人一人が将来に希望を持って暮らしていただける

安全安心なまちづくりを実現するために、昨年度、第６次行政改革大綱を作成しました。 

その中で、行政サービスを提供する職員について、人事評価制度の適正な運用や自己申

告書、全員提出の導入により、職員配置の適正化を図り、職員の仕事に対するモチベー

ションをアップさせ、また、能力開発研修等により、職員の意識改革を図り、町民の皆

様の立場に立った、町民の皆様のためのサービス提供を行い、町民の皆様から信頼され、

活躍できる職員となるよう、その育成に取り組んで参ります。 

町のデジタル化推進計画については、あらゆる行政サービスのデジタル化を進め、直

接、役場に出向かなくても、様々な手続が自宅で可能となる申請受付システムの早期開

発を行います。 

また、デジタルシステムの操作が出来ない町民のための総合の窓口受付システムの

構築を行い、誰１人取り残さない行政サービスの提供が行えるよう事業を進めてまい

ります。 

また、職員の行う事務については、デジタル化を加速的に行い、ＲＰＡ等の作業の自

動化、高速化を図り、職員が直接住民と対話によるサービス提供ができるよう事務の改

善を行います。 

財政運営につきましては、昨年度までの新庁舎建設や防災行政無線のデジタル化に

より、近年では最も厳しい状況となっており、今後、施設の有効利用のための改築や、

旧庁舎等の解体など、高額な事業費を要することも想定されますので、中⾧期的な財政

計画を再度精査し、町の財政の健全維持を行います。 

防災関係では、年々災害の規模が拡大する中、最も重要な情報伝達手段の確保として、

現在、防災行政無線のデジタル化を実施しており、完成後は屋外スピーカーや戸別受信

機のみではなく、メールによる情報の発信、ＳＮＳによるリアルタイムな情報の共有が

可能になるよう整備を進めているところであります。 

また、昨年度作成いたしました、１０００年に一度発生するかもしれない大水害にも

対応した洪水ハザードマップを全世帯に配布し、災害時に参考にしていただきたいと

考えております。また新庁舎の防災広場や防災拠点センターの有効利用を行い、町の防

災士の会や県の協力を得て、自主防災組織の活性化を図り、図上訓練等を通じて、避難

路や避難場所の確保、それぞれの役割分担を明確化するとともに、災害時に実働できる

自主防災組織の再編をお願いしたいと考えております。 

最後に、ふるさと応援寄附金につきましては、令和元年度が１億６,６００万円、令

和２年度は１億４,２００万円、令和３年度は、現時点で約２億１,０００万円となって

おります。今後も、返礼品の魅力的な写真撮影など、商品アピールに力を入れ、さらな

る御寄附がいただけるような体制の改善を図り、寄附者の意向を十分に反映できる事

業の実施を行ってまいります。 



7 

 

次に、まちづくり課関係では、南関版コンパクトシティの中心となる役場新庁舎、防

災関連施設整備が完了し、今後は、南関町地域未来構想基本計画にも関連する、旧役場

庁舎、公民館、うから館の利活用及びソフト面の整備を南関版コンパクトシティ構想策

定委員会で検討して参ります。また、町民の皆さんに参画いただく、地域活性化に向け

た組織的活動への取組も推進していきたいと考えております。 

令和３年度からスタートした「第３期南関町住んでよかったプロジェクト推進事業」

につきましては、喫緊の課題となっている空き家等の対策において、民間の力も活用し

た対策方法を検討するとともに、その他事業についても必要に応じた検証を進めてま

いります。 

企業誘致活動及び町内事業者への支援については、２月１４日火曜日に、南関東部工

業団地に立地いただいている荏原製作所熊本事業所で半導体製造装置を増産する計画

が発表され、さらなる産業の振興及び町の発展にもつながるものであると期待をして

おります。今後も半導体関連産業等へのタイミングを逃さない誘致活動を実施すると

ともに、コロナ禍で落ち込んだ町内経済の活性化に向け、事業者に寄り添った取組を推

進して参ります。 

また、年々増加している地方バス運行特別対策事業補助金の削減を図る必要がある

ため、引き続き利用状況を調査し、関係機関との協議を行い、玉名２路線の運行調整を

行うとともに、大牟田交通の新庁舎敷地内へのバス乗り入れを進めて参ります。 

地域活性化、伝統産業の継承等を目的とした地域おこし協力隊員については、現在の

２名体制から３名体制へと増員し、さらなる強化を図ります。 

次に、税務住民課関係では、新型コロナウイルス感染症の影響が危惧されている中で、

自主財源の根幹となる町税の確保を図るため、申告納税の啓発を強化するとともに、公

平性の視点から、滞納者に対して実態調査の実施と捜索差押えの強化及び県や玉名郡

４町での併任徴収委託契約を継続し、あわせて、合同公売会、不動産公売会、インター

ネット公売を実施し、滞納者への徴収強化及び収納率向上に努めます。 

町の環境美化に向けては、町内一斉クリーン作戦や、みんなの川と海づくりデーが定

着し、清潔で美しいまちづくりを目指して住民主体による美化活動が着実に実施され

ており、河川水援隊による河川パトロールや不法投棄監視員による地域パトロールを

強化し、行政と地域住民が一体となって、さらなる環境美化に努めます。二酸化炭素排

出抑制事業として取り組んでいる、廃食用を回収してバイオディーゼルエンジンの燃

料として利用する賢い選択（クールチョイス）普及啓発活動は、役場庁舎や庁舎前や、

ビックオークを始め、町内の主要施設に回収ボックスを設置し、１万リットルを超える

回収実績となり、地球温暖化防止に向けての一層の取組を推進します。 

和水町との２町で運営しているせきすい斎苑については、昨年４月よりリニューア

ルオープンしており、業務委託により適正な管理及び順調な運営が出来ており、更に安

心して利用していただける施設の運営に努めます。 
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また、住民の皆様の利便性の向上及びデジタル化の推進のため、マイナンバーカード

の普及促進を図っており、休日窓口の設置、水曜日の時間外対応の取組に加え、町内の

中高生や企業等への普及促進を図るとともに、昨年２月より開始した、住民票等証明書

のコンビニ交付サービスには、マイナンバーカードが必要なことも含めて周知してま

いります。 

次に、福祉課関係では、「南関町地域福祉計画」の基本理念である。誰にでもどんな

ときにもやさしいまちづくりに基づく、各種施策に取組み、高齢者や障がい者等が安心

して暮らせる支援体制の充実と、環境の整備に努めます。 

地域における子育て支援の充実としては、「南関町子ども・子育て支援事業計画」に

基づく各種施策に取り組むとともに、学童保育を各校区に設けるなど、安心して子育て

ができる支援体制の充実と環境の整備を図ります。 

医療の適正化と健康づくりの推進については、保健事業の充実を含め、疾病の早期発

見、治療につながる各種健診の受診勧奨等による医療費の適正化と健康づくりの推進

を図ります。 

次に、健康推進課関係では、新型コロナウイルス感染症防止対策の徹底と、ワクチン

接種体制の確保としては、引き続き新しい生活様式等の徹底により、感染拡大の抑制を

最優先とし、熊本県及び町内医療機関や玉名郡市医師会等との連携により、迅速かつ円

滑なワクチン接種体制の確保に取組ます。 

また、新型コロナウイルス感染症等に関する情報を共有できる発信体制を強化しま

す。 

母子の健康と健康づくりにおいては、心身ともに健康で安心して子どもを産み育て

ることができるように、子ども医療費助成、乳幼児健診、訪問指導等の充実を図り、母

子の健康づくりを支援します。 

介護保険制度の充実と介護予防事業の推進では、「住み慣れた地域で高齢者が生き生

きと活動的に暮らせるまち」を基本理念にした、「第８期南関町高齢者福祉計画及び介

護保険事業計画」に基づき、総合事業の推進と地域包括支援センターを核とした地域包

括ケア体制の充実強化及び元気づくりシステムをはじめとした介護予防事業の強化を

図ります。 

次に、経済課関係では、本町の基幹産業である農業は、就農者の高齢化や、後継者不

足、耕作放棄地の増加など依然として厳しい状況にありますが、南関町産業経済費補助

金や、水田の暗渠排水事業費補助金、鳥獣防護柵設置補助等の従来支援とあわせ、新型

コロナウイルス感染症対策のための経営持続化支援などにより、新規就農者や後継者

の育成にも力を入れてまいります。 

農政の中心としては、町内の２０地区を対象地区として引き続き圃場整備を推進し

てまいりますが、昨年の１１月には、上⾧田地区１５.４ヘクタールが、農業力競争力

強化農地整備事業として着工し、令和７年度完成予定となっております。今後は日明・
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今地区、１９.２ヘクタールが令和４年度久重南地区６.８ヘクタール、⾧山東地区１８.

５ヘクタールを令和５年度の事業採択に向けて進めていくとともに、農地の集約や営

農組織の設立につなげ、コスト削減を図りながら、担い手農家の確保、農業所得の向上

に努めて参りたいと考えております。 

また、５期目となる、中山間地域等直接支払い交付金、５５集落や、３期目となる、

多面的機能支払い事業交付金、２１保全隊などにより、農業集落の環境整備にも取組み

ます。 

喫緊の課題となっている、有害鳥獣対策につきましては、引き続き地域ぐるみでの対

策として、「えづけ STOP 対策事業」を町内全域で推進するとともに、猟友会、捕獲隊、

ＪＡ、各地域等と連携し、捕獲従事者の確保及び被害防止対策を推進します。 

加工品開発センターは、令和３年度の実績として、１月末までに８８人の一般団体、

９３９人のふるさと応援団の会員に利用いただくなど利用者も増加しており、現在４

７品目が商品化され、既に店頭でも販売されるとともに、ふるさと納税の返礼品として

幅広く活用されているところであります。今後も多くの関係者に利用していただき、新

たな加工品の開発、販路開拓により所得の向上及び人材の育成に努めるとともに、６次

産業化の推進を図ります。 

次に建設課関係では、骨格予算の関係上、継続性がある事業と、特に必要性がある事

業を当初予算に計上しております。 

まず、道路改良工事の計画は、町道米田大場線をはじめ、迎町旭町線、関村田原線、

尾田高久野線などの改良舗装工事を行うこととしております。 

住宅関連では、大津山団地建て替え事業にＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査を実施中

であり、令和４年度に方向性を決定したいと考えております。 

また、令和２年７月豪雨で発生した公共災３９件については、現在調査中である、関

外目立山地区地滑り以外は発注済みで、うち３３件は工事が完了しております。農災２

２３件については、残り１０件を５月発注予定としており、令和４年度で全ての工事の

完了を目指しております。令和３年８月豪雨で発生した公共災１１件、農災８８件につ

いては、公共災１０ヶ所、農災７５ヶ所にまとめ、令和４年度へ全て繰越しし、発注準

備が出来次第、順次発注したいと考えております。 

県負担金事業としては、単県道路改良事業として、久重地区と宮尾地区が計画されて

おり、このほかにも国県道の歩道整備や改良事業に取り組むこととされております。 

また、関川の災害復旧助成事業は、昨年に引き続き、南関町から荒尾市の延⾧約２０

キロメートルの範囲で、災害に該当したか所以外で、家屋の浸水被害の解消を目標とし 

て、令和５年度までの期間で実施される計画であります。 

水道係関係では、河川環境の保全を目指し、下水道、浄化槽の加入促進を図るととも

に、令和３年度から企業会計へ移行した下水道事業は、安定経営に向けた取組を推進し

ます。 
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最後に、教育課関係では、国のＧＩＧＡスクール構想を中心とした新しい学校教育の

在り方や、その方向性として、デジタルとアナログの融合による共同的な学びと、個別

最適な学びを充実させ、小規模校のメリットを最大限に生かした教育活動を図ってま

いります。 

また、不登校対策を初めとした特別な支援を要する児童生徒への対応については、幼

保小中合同の教育支援委員会による連携、教育支援センターでのさらなる支援の充実

を図り、学びの保障に努めてまいります。 

生涯学習では、子どもの成⾧と地域の創生を更に推進するため、学校運営協議会と地

域学校協働活動の一体化に向けた子ども、学校、家庭、地域、行政の５者連携の具現化

を目指し、地域コミュニティーの核である学校づくりに努めます。 

また、南関町の魅力でもあります、総合型地域スポーツクラブの組織力を生かし、小

学校複数校での合同体育事業の実施など、コンソーシアムの充実が図られればと思っ

ております。 

文化財関係では、北原白秋の母の里、旧石井家住宅主屋等保存整備につきまして、令

和６年度中の公開を目指して、基本構想を軸に、県文化課との協議、地域との活用方法

等の確認を行い、整備方針を決定していきたいと考えております。 

以上、申し上げてきましたが、これらの事業を推進していくには財政基盤の確立が最

重要課題であります。 

コロナウイルス感染症の終息が見えない厳しい状況でありますが、これまで以上に、

行財政改革を進め、徹底的に無駄をなくし、あらゆる経費の縮減を図るとともに、事業

の推進につきましては、それぞれの事業の重要性必要性を鑑み、優先順位をつけながら

着実に事業を展開していく考えでございます。 

最後に、町職員の意識改革についてですが、新庁舎への移転を新しい機会として、職

員一人一人が地域住民の皆様の意見や要望を理解し対応できるよう育成に努めるとと

もに、全ての職員が笑顔で挨拶ができるような明るい職場づくりを推進していきます。 

このような重点施策を中心に、引き続き、産み育てやすい環境の整備、住む場所と働く

場所の確保、高齢者や障害がある方も安心して暮らせる環境の整備をまちづくりの３

本の柱として、地域住民の皆様方に本当に住んでよかったと思っていただけるような

誇れる協働のまちづくりに取り組んでまいる所存でございます。 

今後とも、なお一層の御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げまして、令和４

年度町政運営の施政方針とさせていただきます。 

よろしくお願いいたします。 

〇議⾧（立山秀喜君） お諮りします。 

日程第５、議案第４号から日程第２７、議案第２６号までの議案を一括上程し、提案

理由の説明を求めたいと思いますが、御異議ありませんか。 

［ 「異議なし」と呼ぶ者あり ］ 
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〇議⾧（立山秀喜君） 異議なしと認めます。 

したがって、日程第５、議案第４号から日程第２６、議案第２６号までの議案を一括

上程することに決定しました。 

失礼しました。 

日程第２６は、日程第２７に訂正してください。 

議案は御手元に配付してあります。議案名を事務局⾧に朗読させますので、確認して

ください。事務局⾧。 

〇議会事務局⾧（橋本清孝君） それでは、日程第５、議案第４号から日程第２７、議案第

２６号までの議案名を読み上げます。 

「議案名朗読」 

日程第５  議案第４号   南関町一般職の職員の給与に関する条例及び南関町パート

タイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第６  議案第５号  南関町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程第７  議案第６号  南関町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

日程第８  議案第７号   南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第９  議案第８号  南関町消防団条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第９号   熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び 

規約の一部変更について 

日程第１１ 議案第１０号 南関町新型インフルエンザ等対策本部条例の一部を改正す

る条例の制定について 

日程第１２ 議案第１１号 南関町公民館条例を廃止する条例の制定について 

日程第１３ 議案第１２号 令和３年度南関町一般会計補正予算（第６号）について 

日程第１４ 議案第１３号 令和３年度南関町国民健康保険特別会計補正予算(第３号)

について 

日程第１５ 議案第１４号 令和３年度南関町簡易水道事業特別会計補正予算(第２号)

について 

日程第１６ 議案第１５号 令和３年度南関町介護保険事業特別会計補正予算(第４号)

について 

日程第１７ 議案第１６号 令和３年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算(第

２号)について 

日程第１８ 議案第１７号 令和３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２
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号)について 

日程第１９ 議案第１８号 令和３年度南関町下水道事業補正予算(第４号)について  

日程第２０ 議案第１９号  令和４年度南関町一般会計予算について  

日程第２１ 議案第２０号  令和４年度南関町国民健康保険特別会計予算について  

日程第２２ 議案第２１号  令和４年度南関町簡易水道事業特別会計予算について  

日程第２３ 議案第２２号  令和４年度南関町介護保険事業特別会計予算について  

日程第２４ 議案第２３号 令和４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計予算につ

いて 

日程第２５ 議案第２４号 令和４年度南関町後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第２６ 議案第２５号 令和４年度南関町下水道事業予算について  

日程第２７ 議案第２６号 南関町教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて 

以上であります。 

〇議⾧（立山秀喜君） 配付漏れ等はありませんか。 

［ 「ありません」と呼ぶ者あり ］ 

〇議⾧（立山秀喜君） 配付漏れなしと認めます。 

ここで、議案の提案理由の説明を行わない職員は、新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため退出してください。 

それでは、ただいまから提案理由の説明を求めます。担当職員は、順次説明をしてく

ださい。総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤平君） 第４号議案、南関町一般職の職員の給与に関する条例及び南関町

パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例の制定につきまして、提案理由及び議案の説明をいたします。提案理由に

つきましては、地方公務員法第２４条の趣旨に沿い、給与を適正なものにするためでご

ざいます。次ページをお願いいたします。議案の内容につきましては、第１条で南関町

一般職職員の給与に関する条例、昭和４３年条例第１１号の一部を改正するものであ

ります。支給率の引上げを行います。第２条で、南関町パートタイム会計年度任用職員

の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例、令和元年条例第６号の一部を改正するも

ので、これも支給率の引下げを行うものでございます。附則の第１条で、施行期日を公

布の日から施行するとし、第２条で、令和４年６月に支給する期末手当から令和３年１

２月に支給された期末手当から減じるべき額を減じる調整率を定め、第３条で、規則へ

の委任を定めております。以上で、提案理由及び議案の説明を終わります。御審議の上、

御承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

続きまして、第５号議案、南関町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例の制定につきまして、提案理由及び議案の説明をいたします。提案理由につきまし

ては、国及び近隣市町との均衡を図り、特殊勤務手当の趣旨に沿った内容に見直す必要
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があるためでございます。次ページをお願いいたします。議案の内容につきましては、  

条例の第２条から第５条を次のとおり改正するものでございます。税務職員の賦課徴

収に関する事務に従事する特殊勤務手当、月額３,０００円を滞納処分に係る捜索に従

事した日、１日につき１,０００円に、感染症防疫作業手当を１日につき１,０００円を

２９０円に、行旅処置手当、１日につき２,０００円を行旅病人は１日につき８００円、

行旅死亡人は１日につき２,０００円に改めるものでございます。附則でこの条例は令

和４年４月１日から施行するとしております。以上で、提案理由及び議案の説明を終わ

ります。御審議の上、御承認を賜りますようよろしくお願いいたします。 

続きまして、第６号議案、南関町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

の制定につきまして、提案理由及び議案の説明をいたします。提案理由につきましては、

非常勤職員の１、育児休業、及び介護休暇等の取得要件の緩和等に伴い、関係する規定

を一部改正する必要があるためでございます。次ページをお願いいたします。議案の内

容につきましては、南関町職員の育児休業等に関する条例の第２条の育児休業をする

ことが出来ない職員中、第１号、任命権者を同じくする職に引き続き在職した期間が１

年以上である非常勤職員を削除し、イの、特定職に引き続きを引き続いて、任命権者を

同じくする職に改正し、第２４条に、妊娠または出産等についての申出があった場合に

おける措置等を第２５条に勤務環境の整備に関する措置を追加するものでございます。

附則で、この条例は令和４年、４月１日から施行するとしております。以上で、提案理

由及び議案の説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

続きまして、第７号議案、南関町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定につ

きまして、提案理由及び議案の説明をいたします。提案理由につきましては、独立行政

法人等の保有する個人情報の保護に関する法律の廃止に伴い、関係する規定の一部を

改正する必要があるためでございます。次ページをお願いいたします。議案の内容につ

きましては、南関町個人情報保護条例第８条中、の各号を削り、同条第３号中、独立行

政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律、平成１５年法律第５９号、第二条第

１項を個人情報の保護に関する法律、平成１５年法律第５７号、第二条第９項に改める

ものでございます。附則で、この条例は、令和４年４月１日から施行するとしておりま

す。以上で提案理由及び議案の説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

続きまして、第８号議案、南関町消防団条例の一部を改正する条例につきまして、提

案理由及び議案の説明をいたします。提案理由につきましては、消防団員の処遇改善を

図るため、消防団員の年額報酬の額を改正するとともに、出動報酬及び費用弁償を支給

することに伴い、条例の一部を改正する必要があるためでございます。次のページをお

願いいたします。議案の内容につきましては、南関町消防団条例の第３条で、消防団員

の定数を４５０人に改め、第７条で、災害の文言を訂正し、第１２条で、報酬を年額報
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酬とし、その第２項で、班⾧の報酬を２万９,９００円から３万７,０００円。団員の報

酬を２万２，６００円から３万６,５００円へと改正し、第３項で出動報酬を２時間ま

では２,０００円。２時間を超え４時間までを４,０００円。４時間を超え、６時間まで

を６,０００円。６時間を超え８時間までを８,０００円と定め、第１３条で、費用弁償

について、会議や、公務の項にのみ支給していたものを、災害や警戒及び訓練等に従事

した場合も支給するよう改正し、第１４条に、公務災害補償に関する規定を、第１５条

に退職報奨金に関する規定を追加しております。附則でこの条例は、令和４年４月１日

から施行するとしております。以上で提案理由及び議案の説明を終わります。御審議の

上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

その次に、第９号議案、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規

約の一部変更につきまして、提案理由及び議案の説明をいたします。提案理由につきま

しては、熊本県市町村総合事務組合規約を変更しようとするときは、地方自治法第２９

０条の規定により、議会の議決を経る必要があるためでございます。変更の内容につき

ましては、共同処理する交通災害事務から令和４年６月３０日をもって、宇城市が脱退

するため、別表第２、第３条第１０号に関する事務の項中、点、宇城市を削るものでご

ざいます。附則１で、この規約は令和４年７月１日から施行するとし、附則２で、経過

措置を規定しております。以上で、提案理由及び議案の説明を終わります。御審議の上、

御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 健康推進課⾧。 

〇健康推進課⾧（良田和彦君） 第１０号議案、南関町新型インフルエンザ等対策本部条例

の一部を改正する条例の制定につきまして、提案理由及び内容の御説明を申し上げま

す。提案理由は、南関町新型インフルエンザ等対策本部組織の適正な運用を図るための

見直しに伴い、関係する規定の一部を改正するものでございます。次ページをお願いい

たします。第２条の組織を定めた条文、第２項中の副本部⾧におきまして、副町⾧を副

町⾧及び教育⾧に改めております。また、第５条の見出しを雑則から、委任に改めてお

ります。附則としまして、この条例は令和４年、４月１日から施行すると定めるもので

ございます。以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますよう

お願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 教育課⾧。 

〇教育課⾧（赤木二三也君） 第１１号議案、南関町公民館条例を廃止する条例の制定につ

いての提案理由及び議案の御説明をいたします。提案理由につきましては公民館の設

置をしないためでございます。旧役場庁舎同様に、現公民館も耐震強化不能の建物にあ

り、使用しないこととなり、令和４年１月４日の新庁舎開設に伴って、教育委員会自体

も新しいところへ移転したところでございます。公民館活動は今年度末まで、現公民館

で実施をいたしますけども、令和４年４月からはうから館で公民館事業等の生涯学習

活動は継続して実施をいたします。このことにより、公民館条例を廃止するものでござ
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います。なお附則としてこの条例は令和４年４月１日から施行することとしておりま

す。以上で提案理由、議案の説明を終わります。御審議の上御承認賜りますようよろし

くお願いいたします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 提案理由の説明が終わりました。教育課⾧は退室してください。 

ここで、説明の途中ですが、１０分間の休憩をとります。 

―――――――〇――――――― 

休憩 午前 10 時 54 分 

再開 午前 11 時 05 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧(立山秀喜君) 休憩前に引き続き、会議を開きます。説明の途中でありましたので、 

これを続行します。総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤平君） 第１２号議案、令和３年度南関町一般会計補正予算（第６号）に

つきまして御説明いたします。１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額から

歳入歳出それぞれ３０９万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ８１億２,６０３万７,０００円とするものでございます。２ページをお開きくださ

い。歳入でございます。１款町税は１項町民税を５８万８,０００円追加して３億２,５

８７万８,０００円とし、２項固定資産税を１４７万４,０００円減額して７億４,４５５

万９,０００円とし、３項軽自動車税を１５万１,０００円減額し、４,４８４万９,０００

円とし、７項入湯税を５３万７,０００円減額し、２３２万円とし、合計を１２億１５

９万１,０００円とするものでございます。１０款地方特例交付金は１項地方特例交付

金に１７２万４,０００円を追加し、６９２万４,０００円とし、合計を９,２２３万６,０

００円とするものでございます。１１款地方交付税は１項地方交付税に１億１,０７０

万７,０００円を追加し、２２億４,９７３万４,０００円とするものでございます。１３

款分担金及び負担金は１項分担金を１２３万８,０００円減額し、１４２万４,０００円

とし、２項負担金を６０万１,０００円減額し、２,８９８万５,０００円とし、合計を３,

０４０万９,０００円とするものでございます。１４款使用料及び手数料は１項使用料

を１万１,０００円減額し、９,８３３万８,０００円とし、２項手数料を２万５,０００円

減額し、１,８４４万８,０００円とし、合計を１億１,６７８万６,０００円とするもので

ございます。１５款国庫支出金は１項国庫負担金を１,４４７万円減額し、５億９,９８

３万４,０００円とし、２項国庫補助金に３６５万９,０００円を追加して、６億５,９１

８万４,０００円とし、合計を１２億６,０９９万８,０００円とするものでございます。

１６款県支出金は１項県負担金を１１３万３,０００円減額し、２億７,４６４万９,００

０円とし、２項県補助金に１,７２６万５,０００円を追加し、６億５,５１８万円とし、

３項県委託金を３,２８６万６,０００円減額し、２,３９４万９,０００円とし、合計を９

億５,３７７万８,０００円とするものでございます。１７款財産収入は１項財産運用収

入に１,０００円を追加し、８７万７,０００円とするものでございます。１８款寄附金
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に６,０００万円を追加し、２億２,２４０万円とするものでございます。１９款繰入金

は１項基金繰入金を５,５２５万円減額し、１億７,７６８万４,０００円とするものでご

ざいます。２１款諸収入は、３項受託事業収入を３３万５,０００円減額し、１,１３１

万１,０００円とし、４項雑入を１３１万７,０００円減額して２,７８６万５,０００円

とし、合計を４,０２３万５,０００円とするものでございます。２２款町債は１項町債

を８,７６３万２,０００円減額し、１３億７,７２５万１,０００円とするものでござい

ます。収入合計は補正前の８１億２,９１３万３,０００円から３０９万６,０００円を減

額して、８１億２,６０３万７,０００円とするものでございます。４ページをお願いい

たします。歳出でございます。１款議会費は１項議会費を５１万５,０００円減額して

７,８９９万円とするものでございます。２款総務費は１項総務管理費に１億３,４１５

万７,０００円を追加して２０億５,５６０万６,０００円とし、２項徴税費を１６９万８,

０００円減額して１億７１万３,０００円とし、３項戸籍住民基本台帳費を１０４万９,

０００円減額して２,８３７万とし、４項選挙費を３９万９,０００円減額し、３,６９８

万９,０００円とし、５項統計調査費を３３万４,０００円減額し、４６５万２,０００円

とし、６款監査委員費を１２万３,０００円減額し、１０３万９,０００円とし、合計を

２２億２,７３６万９,０００円とするものでございます。３款民生費は１項社会福祉費

に１２万円を追加して、１４億５,１４７万８,０００円とし、２項児童福祉費を１,５９

８万４,０００円減額し、６億５,０６９万９,０００円とし、合計を２１億２１７万７,０

００円とするものでございます。４款衛生費は１項保健衛生費に９２２万１,０００円

を追加し、３億６,７９７万１,０００円とし、２項、清掃費を４８万円減額し、２億１,

２５７万７,０００円とし、３項水道費を５万円減額し、８４３万５,０００円とし、合

計を５億８,８９８万３,０００円とするものでございます。５款農林水産費は１項農業

費を１,５４２万３,０００円減額して３億１,９３０万７,０００円とし、２項林業費を

６０万６,０００円減額し、２,８４１万９,０００円とし、合計を３億４,７７２万６,０

００円とするものでございます。６款商工費は１項商工費を６８９万３,０００円減額

して１億６３７万３,０００円とするものでございます。７款土木費は１項土木管理費

を２９１万３,０００円減額して、７,４０２万３,０００円とし、２項道路橋梁費に３７

５万円を追加して２億１,７１０万７,０００円とし、３項河川費を９２３万２,０００円

減額し、１,４５２万８,０００円とし、４項住宅費を２０８万１,０００円減額し、９,８

２４万９,０００円とし、５項下水道費を１５万７,０００円減額し、１億飛び２３５万

円とし、６項浄化槽整備推進事業費を１３７万６,０００円減額して、４,０４０万３,０

００円とし、合計を５億４,６６６万円とするものでございます。８款消防費は１項消

防費を４７４万円減額し、２億５,０９５万３,０００円とするものでございます。９款

教育費は１項教育総務費を１７８万１,０００円減額し、６,２７８万３,０００円とし、

２項小学校費を３６９万５,０００円減額し、１億１,２１５万４,０００円とし、３項中

学校費を７６６万８,０００円減額し、８,７４７万３,０００円とし、４項社会教育費を
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４,４９９万１,０００円減額し、１億１,９６４万５,０００円とし、５項保健体育費を４

７５万円減額して８,４３２万２,０００円とし、合計を４億６,６３７万７,０００円と

するものでございます。１０款災害復旧費は１項農林水産施設災害復旧費に１,９９８

万円を追加し、４億６,９１９万５,０００円とし、２項公共土木施設災害復旧費を４,６

８９万８,０００円減額し、１億３１７万円とし、４項宅地災害復旧費を９９万円減額

し、１,３６３万１,０００円とし、合計を５億８,５９９万６,０００円とするものでござ

います。１２款予備費は１項予備費に４５０万２,０００円を追加し、１,８７２万９,０

００円とするものでございます。歳出合計は補正前の８１億２,９１３万３,０００円か

ら３０９万６,０００円を減額し、８１億２,６０３万７,０００円とするものでございま

す。６ページの第２表につきましては、繰越明許費の補正でございます。今回の追加が、

９款教育費、４項文化財費の発掘調査事業として６９７万４,０００円。変更が１０款

災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費の農地等災害復旧事業に２,２５２万９,００

０円を追加し、１億７,４９４万６,０００円とし、林業施設災害復旧事業３６９万円を

減額し、２,０８０万８,０００円とし、２項公共土木施設災害復旧費の河川等災害復旧

事業を５,０２１万７,０００円減額し、６,１６３万１,０００円とするものでございま

す。７ページ、第３表は、債務負担行為の補正でございます。追加分といたしまして、

ふるさと寄附金返礼品の令和４年度の限度額を８１６万２,０００円とするものでござ

います。変更分といたしまして、総合行政システム機器賃借料の限度額を２８８万３,

０００円減額し、１,１０２万１,０００円とし、印刷機賃貸料の限度額を４１万８,００

０円減額して、７２３万８,０００円とし、戸籍総合システム機器賃借料の限度額を５

９万９,０００円減額し、１,３４５万円とするものでございます。８ページ第４表は、

地方債の補正でございます。補正後の限度額を申し上げます。圃場整備事業が２,４８

０万円、道路整備事業が７,１４０万円、公営住宅等整備事業が５,３８０万円、災害関

連地域防災がけ崩れ対策事業が３００万円、学校教育施設整備事業が２,９８０万、消

防防災施設整備事業が３,７７０万円、災害復旧事業が６,６７０万円、庁舎等建設事業

が９億７０万円、臨時財政対策が、１億２,９６５万１,０００円、過疎対策ソフト事業

が４,９７０万でございます。９ページと１０ページは歳入歳出事項別明細書の総括表

でございます。１１ページからは、歳入の内訳でございます。主なものにつきまして説

明いたします。１１ページ下段、１１款地方交付税、１項１目地方交付税に普通交付税、

１億１,０７０万７,０００円を追加するものです。１３ページ中段、１５款国庫支出金、

１項国庫負担金、２目衛生費国庫負担金は、１節保健衛生費国庫負担金に、新型コロナ

ウイルスワクチン接種対策費、国庫負担金として１,４５９万２,０００円を追加し、３

目災害復旧費国庫負担金は１節公共土木施設災害復旧費国庫負担金の現年災分を２,３

７２万６,０００円減額するものでございます。１５ページ中ほど、１６款県支出金、

２項県補助金、４目農林水産費県補助金、１節農業費県補助金は、多目的機能支払事業

交付金や中山間農業モデル地区支援事業補助金など、合計の１,４８６万７,０００円を
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減額するものでございます。１６ページ、１６款県支出金、２項県補助金、６目土木費

県補助金は、３節土木費県補助金の地域防災崖崩れ対策事業補助金を９１８万円減額

するものでございます。９目災害復旧費県補助金は１節農林水産施設災害復旧費県補

助金に現年災分といたしまして４,４８５万８,０００円を追加するものでございます。

その下の１６款県支出金、３項県委託金、７目教育費県委託金は、３節社会教育費県委

託金の発掘調査事業県委託金を３,２０４万６,０００円減額するものでございます。１

７ページ、１８款１項寄附金、１目一般寄附金は、１節一般寄附金にふるさとなんかん

応援寄附金６,０００万円を追加するものでございます。その下の１９款繰入金、１項

基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は２,５００万円、５目減債基金繰入金は３,００

０万円を減額するものでございます。１８ページ下段、それから、１９ページにかけま

して２２款町債、１項町債は、１目農林水産業債が１,０００万円の追加、３目土木債

が２９０万円の追加、４目教育債が４４０万円の減額、６目防災債が３９０万円の減額、

７目災害復旧債が１,９６０万円の減額、９目総務債が３４０万円の減額、１１目臨時

財政対策債が、４,８９３万２,０００円の減額、１２目過疎対策ソフト事業債が２,０３

０万円の減額となっております。次に歳出の内訳について主なものを説明いたします。

２２ページをお願いいたします。中ほどの２款総務費、１項総務管理費、６目財政調整

基金費は、２４節積立金に減債基金積立金として５,０００万円を追加し、７目企画費

は２４節積立金にふるさとづくり基金積立金として５,０００万円を追加しております。

２３ページ下段、１８目ふるさと寄附金費は７節報償費に返礼品として２,４００万円、

２４ページ、２４節積立金にふるさとなんかん応援寄附金基金積立金として３,２９５

万９,０００円を追加するものでございます。その下の１９目庁舎等建設費は、１４節

工事請負費１,１８５万円を減額するものです。３０ページ下段、４款衛生費、１項保

健衛生費、２目予防費は１２節、委託料中、予防接種委託料を１,１５９万１,０００円、

新型コロナウイルスワクチン集団接種委託料を１,２４６万７,０００円追加するもの

でございます。３８ページ中ほど、７款土木費、３項河川費、４目砂防費は、１４節工

事請負費のがけ崩れ対策工事費を９２３万２,０００円減額するものでございます。４

５ページ上段、９款教育費、４項社会教育費、６目文化財費は１２節委託料の測量設計

委託料７５３万５,０００円、発掘調査業務委託料３,１５２万３,０００円を減額するも

のでございます。４７ページ中ほど、１０款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、

１目農地等災害復旧費は、１４節工事請負費の現年災分を、２,２５２万９,０００円追

加し、２項公共土木施設災害復旧費、１目河川等災害復旧費は、１４節工事請負費の現

年災分を３,５５６万９,０００円減額するものでございます。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田中龍城君） 第１３号議案、令和３年度、南関町国民健康保険特別会計補正
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予算（第３号）につきまして御説明申し上げます。今回の予算につきましては、決算見

込み等により補正をお願いするものでございます。１ページをお願いします。歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ３,４０８万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１４億９,７９９万円とするものでございます。２ページをお願い

します。歳入でございます。１款国民健康保険税、１項国民健康保険税を２６２万円減

額し、２億７０万１,０００円とし、３款国庫支出金、２項国庫補助金に１２３万円を

追加し、５項県支出金、１項県負担金補助金に３,５９８万３,０００円を追加し、１１

億４,９０２万８,０００円とし、７款繰入金は、１項他会計繰入金に４６万７,０００円

を追加し、１億３３６万２,０００円とし、総額を１億３３６万３,０００円とするもの

でございます。９款諸収入は、３款雑入を９７万３,０００円減額し、５７６万１,００

０円とし、総額を７６７万５,０００円とし、歳入合計補正額３,４０８万７,０００円を

追加し、歳入合計１４億９,７９９万円とするものでございます。３ページをお願いし

ます。歳出でございます。１款総務費は、１項総務管理費を１２万７,０００円減額し、

７０１万５,０００円とし、３項運営協議会費を１２万４,０００円減額し、３万９,００

０円とし、総額を７０５万４,０００円とするものでございます。２款保険給付費、１

項療養諸費は、２,９７２万２,０００円を追加し、９億３,６４４万４,０００円とし、６

項出産育児諸費は、１２６万１,０００円を減額し、２９４万２,０００円とし、総額を

１０億９,５９８万７,０００円とするものでございます。次に、３款国民健康保険事業

費納付金、１項医療給付費分と、２項後期高齢者支援金等分及び、３項介護納付費分に

つきましては、財源組替えによるものでございます。５款保健事業費、１項特定健診健

康診査等事業費は、１１万２,０００円を減額し、９６７万６,０００円とし、２項保健

事業費は、３３万６,０００円を減額し、９０７万７,０００円とし、総額を１,８７５万

３,０００円とするものでございます。８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は、

２２万９,０００円を追加し、１８６万１,０００円とするものでございます。１０款予

備費、１項予備費は、６０９万７,０００円を追加し、５,３８７万２,０００円とし、歳

出合計額３,４０８万７,０００円増額して、歳出合計１４億９,７９９万とするものでご

ざいます。６ページをお願いします。歳入の内容説明でございます。補正額の大きなも

の、主なものについて御説明申し上げます。１款１項国民健康保険税、１目一般被保険

者国民健康保険税、１節医療給付分現年課税分を１７３万６,０００円、２節後期高齢

者支援金分現年課税分５８万円、３節介護給付費、３節介護納付金分現年課税分を３０

万４,０００円、それぞれ減額するもので、決算見込みによるものでございます。次に、

３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目１節災害臨時特例補助金、１２３万円を追加す

るもので、新型コロナウイルス感染症による減免額に対する１０分の６の割合での国

庫補助でございます。次に、５款県支出金、１項県負担金補助金、１目保険給付費交付

金、１節普通交付金を２,９７２万１,０００円追加するもので、決算見込みによるもの

でございます。２節特別交付金は６２６万２,０００円を追加するもので、先ほどの国
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庫補助金と同じく、特別調整交付金として、新型コロナウイルス感染症に対しての１０

分の４の割合で県から交付されるもの、７月豪雨災害による一部負担金及び保険税免

除額として、３月から６月診療分として、全額交付されるもの等です。同じく、県繰入

金は、７月豪雨災害による一部負担金及び保険税免除額として、７月から１２月診療分

を全額交付されるもの等でございます。７ページをお願いします。７款繰入金、１項他

会計繰入金、１目一般会計繰入金、３節出産育児一時金繰入金を８４万円減額し、４節

財政安定化支援事業繰入金１５８万４,０００円を決算見込みにより増額するものでご

ざいます。８ページをお願いします。歳出の内容説明でございます。中段２項保険給付

費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、１８節の負担金補助及び交付金を２,

９４０万円増額するもので、決算見込みによるものでございます。同じく、下段の２款

保険給付費、６項出産育児諸費、１目出産育児一時金、１８節負担金補助及び交付金１

２６万円を減額するもので、決算見込みによるものでございます。 

以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 第１４号議案、令和３年度南関町簡易水道事業特別会計補正予

算（第２号）について御説明申し上げます。今回の補正は、決算見込みに伴うものでご

ざいます。予算書１ページをお開きください。歳入歳出予算の総額からそれぞれ５万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を８３９万円とするものでございます。２ページをお開

きください。歳入でございます。５款１項一般会計繰入金を５万円減額し、６８８万８,

０００円とし、歳入合計を８３９万円とするものでございます。３ページは歳出でござ

います。１款１項総務管理費を５万円減額し、６３６万８,０００円とし、歳出総額を

８３９万円とするものでございます。４ページ、５ページは歳入歳出補正予算事項別明

細書でございます。続きまして６ページをお開きください。歳入についての説明でござ

います。５款１項１目一般会計繰入金を５万円減額するもので、決算見込みによるもの

でございます。７ページは歳出でございます。１款総務費は１項総務管理費、１目一般

管理費５万円を減額するもので、決算見込みによるものでございます。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 健康推進課⾧。 

〇健康推進課⾧（良田和彦君） 第１５号議案、令和３年度南関町介護保険事業特別会計補

正予算（第４号）につきまして御説明申し上げます。今回の予算につきましては、決算

見込み等により補正をお願いするものでございます。１ページをお願いいたします。歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６６２万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１４億２,４０４万７,０００円とするものでございます。２ペ

ージをお願いいたします。歳入でございます。１款保険料、１項介護保険料を８７万５,
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０００円減額し、２億２,８８３万２,０００円とし、３款国庫支出金、２項国庫補助金

に７５４万２,０００円を追加し、１億５,６６８万７,０００円とし、４款支払基金交付

金、１項支払基金交付金を１６３万８,０００円減額し、３億６,５３２万７,０００円と

し、５款県支出金は１項県負担金を８０万４,０００円減額し、１億８,５１７万３,００

０円とし、３項県補助金を７７万６,０００円減額し、９２６万８,０００円とし、７款

繰入金は、２項基金繰入金を１,０００万円減額し、総額を２億９３１万２,０００円と

し、歳入合計補正額６６２万５,０００円を減額し、歳入合計１４億２,４０４万７,００

０円とするものでございます。３ページをお願いいたします。歳出でございます。１款

総務費は１項総務管理費を１２万３,０００円減額し、２４７万４,０００円とし、３項

介護認定審査会費を３９万１,０００円減額し、１,４１１万１,０００円とするものでご

ざいます。２款保険給付費は、１項介護サービス等諸費に１,０４３万９,０００円を追

加し、１２億１,４５２万３,０００円とし、２項介護予防サービス等諸費に２９万７,０

００円追加し、３,１１７万９,０００円とし、６項特定入所者介護サービス等費を３０

０万円減額し、４,２６６万２,０００円とし、４款地域支援事業費は１項介護予防・生

活支援サービス事業費に１２３万１,０００円を追加し、２,５７３万４,０００円とし、

２項一般介護予防事業費を１７万２,０００円減額し、２,１３２万８,０００円とし、３

項包括的支援事業・任意事業費を１９１万１,０００円減額し、１,１１３万４,０００円

とし、４項居宅介護支援事業費を１５３万２,０００円減額し、１,１１８万５,０００円

とし、８款予備費１項予備費を１,１５４万８,０００円減額し、１,４８１万９,０００円

とし、歳出合計補正額６６２万５,０００円減額して、歳出合計１４億２,４０４万７,０

００円とするものでございます。飛ばしまして、６ページをお願いいたします。歳入の

内容説明でございます。補正額の大きなもの、主なものについて御説明申し上げます。

１款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、１節特別徴収保険料を２３

０万４,０００円減額し、同目２節普通徴収保険料に１２２万９,０００円を増額するも

ので、それぞれ決算見込みによるものでございます。次に、３款国庫支出金、２項国庫

補助金、１目調整交付金、１節調整交付金を６５５万７,０００円増額。同項５目地域

支援事業交付金、１節地域支援事業交付金、２５５万円増額するもので、それぞれ決算

見込みによるものでございます。７ページをお願いいたします。３款国庫支出金、２項

国庫補助金、６目地域支援事業交付金、１節地域支援事業交付金を１４９万９,０００

円減額するもので、決算見込みによるものでございます。次に、４款支払い基金交付金、

１項支払い基金交付金、１目介護給付費交付金。１節現年度分を１５７万９,０００円

減額するもので、決算見込みによるものでございます。次に、８ページをお願いいたし

ます。７款繰入金、２項基金繰入金、２目介護給付費準備基金繰入金、１節介護給付費

準備基金繰入金は、１,０００万円を決算見込みにより、減額するものでございます。

次に、１０ページをお願いいたします。歳出の内容説明でございます。主なものについ

て御説明いたします。下段の２款保険給付費、１項介護サービス等諸費の１目居宅介護
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サービス給付費、１８節負担金補助及び交付金に９７１万４,０００円増額し、同項３

目施設、介護サービス給付費、１８節負担金補助及び交付金を７４０万円減額するもの

で、それぞれ決算見込みによるものでございます。１１ページをお願いいたします。２

款保険給付費、１項介護サービス等諸費、７目介護、居宅介護サービス計画給付費、１

８節負担金補助及び交付金に４５５万円を増額し、同項９目地域密着型介護サービス

給付費、１８節負担金補助及び交付金に４５２万円を増額するもので、それぞれ決算見

込みによるものでございます。次に、１２ページをお願いいたします。２款保険給付費、

６項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、１８節負担金補助

及び交付金を決算見込みにより３００万円減額するものでございます。次に、４款地域

支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費、１目介護予防・生活支援サービ

ス事業費、１８節負担金補助及び交付金に２０７万円増額するもので、決算見込みによ

るものでございます。最後に、３ページ飛ばしまして、１６ページをお願いいたします。

１８款予備費、１項予備費、１目予備費を１,１５４万８,０００円減額するものでござ

います。 

以上で説明を終わらせていただきいただきます。御審議の上、御承認賜りますようお

願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 第１６号議案、令和３年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計

補正予算（第２号）について御説明申し上げます。今回の補正は、決算見込みに伴うも

のでございます。予算書１ページをお開きください。歳入歳出の総額からそれぞれ４,

１３９万７,０００円を減額し、歳入歳出それぞれの総額を１億１,３７３万８,０００円

とするものでございます。２ページをお開きください。歳入でございます。１款分担金

及び負担金は１項分担金を２８２万８,０００円減額し、２３７万２,０００円とし、２

款使用料及び手数料は１項使用料を１００万円減額し、３,４６４万４,０００円とし、

３款国庫支出金は１項国庫補助金を１,１７６万４,０００円減額して、７３９万６,００

０円とし、４款県支出金は１項県補助金を７７万４,０００円減額して２１７万４,００

０円とし、５款繰入金は１項一般会計繰入金を１３７万６,０００円減額し、４,０４０

万３,０００円とし、７款諸収入は１項延滞金に４,０００円を増額して５,０００円とし、

２項雑入に２２４万１,０００円を追加し、２２４万２,０００円とし、計の２２４万７,

０００円とし、８款町債は１項町債を２,５９０万円を減額して２,４５０万円とし、歳

入合計を補正の前から４,１３９万７,０００円減額して、１億１,３７３万８,０００円

とするものでございます。３ページは歳出でございます。１款総務費は１項総務管理費

を１１８万４,０００円減額して５,５３１万９,０００円とし、２款事業費は１項浄化槽

整備推進事業費を４,０２１万３,０００円減額し、３,４１２万８,０００円とし、歳出合

計は補正前の額から４,１３９万７,０００円減額して、１億１,３７３万８,０００円と

するものでございます。次、４ページをお開きください。第２表、地方債の補正でござ
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います。浄化槽整備推進事業の補正前の限度額５,０４０万円から補正後の限度額を２,

４５０万円とするものでございます。５ページ、６ページは歳入歳出補正予算事項別明

細書でございます。続きまして７ページをお願いします。歳入についての御説明でござ

います。１款分担金及び負担金は、１項１目１節総務費分担金を２８２万８,０００円

減額し、２３７万２,０００円とするものでございます。浄化槽の設置目標４０基に対

しまして、１９基の設置にとどまったためでございます。２款使用料及び手数料は１項

１目１節浄化槽使用料を１００万円減額し、３,４６４万４,０００円とするものでござ

います。３款国庫支出金は、１項１目１節浄化槽整備推進事業国庫補助金を１,１７６

万４,０００円減額して、７３９万６,０００円とするものでございます。これも設置数

が計画よりも少なかったことで減額するものでございます。４款県支出金は１項１目

１節浄化槽整備推進事業県補助金を７７万４,０００円減額し、２１７万４,０００円と

するものでございます。これも設置数が計画より少なかったことで減額するものでご

ざいます。５款繰入金は１項１目一般会計繰入金を１３７万６,０００円減額して４,０

４０万３,０００円とするものでございます。８ページをお開きください。７款総収入

は、１項１目１節延滞金に４,０００円を増額して、５,０００円とし、２項２目１節雑

入に２２４万１,０００円を追加して、２２４万２,０００円とするもので、消費税の還

付金でございます。８款町債は１項１目１節公共下水道債を２,５９０万減額して２,４

５０万円とするものでございます。９ページは歳出でございます。１款総務費は１項１

目一般管理費を１１８万４,０００円減額して、５,５３１万９,０００円とするもので、

決算見込みでございます。２款事業費は１項１目浄化槽建設費を４,０２１万３,０００

円減額して、３,４１２万８,０００円とするものでございます。浄化槽の設置数が計画

数に達しなかったので、工事費の残額を減額するものでございます。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田中龍城君） 第１７号議案、令和３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）につきまして御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０２万６,０００円減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億４,５７９万４,０００円とするものでございます。２ページを

お願いします。歳入でございます。１款後期高齢者医療保険料１項後期高齢者医療保険

料を１０万円追加し、９,４００万３,０００円とし、３款繰入金１項一般会計繰入金を

６７万１,０００円減額し、５,０８８万４,０００円とし、５款諸収入は、２項償還金及

び還付加算金を４５万５,０００円減額し、３５万５,０００円とし、総額を３５万８,０

００円とするものでございます。歳入合計補正額は、１０２万６,０００円を減額し、

１億４,５７９万４,０００円とするものでございます。３ページをお願いします。歳出

でございます。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項、後期高齢者医療広域連合納
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付金を５７万１,０００円減額し、１億４,４６３万円とし、３項諸支出金、１項償還金

及び還付加算金を４５万５,０００円減額し、３５万５,０００円とし、最終歳出合計補

正額１０２万６,０００円を減額し、歳出合計を１億４,５７９万４,０００円とするもの

でございます。６ページをお願いします。歳入についての内容説明でございます。１款

１項後期高齢者保険料、２目普通徴収保険料、２節滞納繰越し分として１０万円を追加

するもので、決算見込みによるものでございます。次に、３款繰入金、１項一般会計繰

入金、２目１節保険基盤安定繰入金を６７万１,０００円減額するもので、これも決算

見込みによるものでございます。また、５款諸収入、２項償還金及び還付加算金、１目

１節保険料還付金を４５万５,０００円減額するもので、これも決算見込みによるもの

でございます。７ページをお願いします。歳出についての内容説明でございます。２款

１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、１８節負担金、補助及び交付金に保険者保険

料負担金１０万円を、決算見込みにより追加するもので、同じく１８節負担金補助及び

交付金に基盤安定負担金として、６７万１,０００円を決算見込みとして減額するもの

でございます。次に中段の３款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目、保険料還

付金、２２節償還金利子及び割引料に過誤納金還付金として４５万５,０００円を決算

見込みにより、減額するものでございます。 

以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 第１８号議案、令和３年度南関町下水道事業補正予算（第４号）

について御説明いたします。１ページをお開きください。総則第１条は、令和３年度南

関町下水道事業の補正予算（第４号）は次に定めるところによるものでございます。収

益的収入及び支出、第２条は、令和３年度南関町下水道事業予算、第３条に定めた収益

的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものでございます。まず収入でござい

ます。第１款下水道事業収益は、第１項営業収益既決予定額に１２万３,０００円を追

加し、３,４９１万４,０００円とし、第２項営業外収益は、既決予定額に４万５,０００

円を追加し、総額１億４,３７６万５,０００円とし、総額を１億７,８６７万９,０００円

とするものでございます。この営業収益、収入は督促手数料及び延滞金でございます。 

また、営業外収益収入は、国庫補助金、受益者分担金、他会計からの補助金の戻入でご

ざいます。次に支出でございます。第１款下水道事業費用は、第１項営業費用、既決予

定額に１６万５,０００円を追加し、２億２,６０５万８,０００円とし、第２項営業外費

用は、既決決定額から５万円を減額し、９７０万３,０００円とし、総額を２億３,５９

７万５,０００円とするものでございます。この営業費用支出は、旅費及び負担金並び

に資産減価償却費でございます。また、営業外費用支出は、一時借入金の利息でござい

ます。２ページをお願いします。資本的収入及び支出、第３条は、令和３年度南関町下

水道事業第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものでご
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ざいます。まず収入でございます。第１款資本的収入、第１項出資金は既決予定額に９,

０００円を追加し、５,１６６万６,０００円とし、第２項受益者負担金及び分担金は、

既決予定額から３５１万円を減額し、１６９万円とし、総額を５,３３５万６,０００円

とするものでございます。この出資金収入は、他会計より繰入れするものでございます。

また、受益者負担金及び分担金は、新規加入計画目標に達しなかったことで、額を減額

するものでございます。次に支出でございます。第１款資本的支出、第１項建設改良費

は、既決予定額から１万１,０００円を減額し、７０万円とし、第２項企業償還金は、

既決予定額に９,０００円を追加し、５,１６６万６,０００円とし、総額を５,２３６万

６,０００円とするものでございます。この建設改良費は、旅費を減額するものでござ

います。また、企業債償還金は、建設企業債元金の償還金でございます。他会計からの

補助金、第４条、予算第９条中の５,０５２万５,０００円を、５,０３５万９,０００円に

改めるものでございます。これは、下水道事業収益の営業外収益に一般会計より繰り入

れる補助金を１６万６,０００円減額するものでございます。３ページ以降は、南関町

下水道事業補正予算実施計画の収益的収入、支出、収支及び資本的収支、支出の内訳で

ございます。 

以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ここで、説明の途中ですが、昼食のため休憩をとります。 

―――――――〇――――――― 

休憩 午後 0 時 03 分 

再開 午後１時 00 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 休憩前に引き続き会議をいたします。説明の途中でありましたので、

これを続行します。総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 第１９号議案、令和４年度南関町一般会計予算につきまして御

説明いたします。１ページをお願いいたします。第１条の第１項で、歳入歳出予算の総

額は歳入歳出それぞれ５６億１,８６６万９,０００円と定めるものでございます。第４

条で、一時借入金の借入れの最高額は、７億円と定めております。２ページをお願いい

たします。歳入でございます。１款町税は、１２億６,２９４万５,０００円でございま

す。前年度と比較いたしまして、３,１０９万７,０００円、２.４％の減で、予算全体に

対する構成比率は２２.５％でございます。内訳といたしましては、１項町民税が３億

３,３６０万４,０００円、２項固定資産税が７億９,８８４万６,０００円、３項軽自動車

税が４,６００万６,０００円、４項町たばこ税が８,０００万１,０００円、７項入湯税が

４４８万８,０００円でございます。２款地方贈与税は、５,７２２万２,０００円でござ

います。前年度と比較いたしまして、１５２万円、２.７％の増で、構成比率は１.０％

でございます。内訳といたしましては、１項地方揮発油譲与税が１,３５０万円、２項
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自動車重量税譲与税が３,７００万円、４項森林環境譲与税が６７２万２,０００円でご

ざいます。３款利子割交付金は、４０万円でございます。前年度と同額でございます。 

構成比率は０．１％未満でございます。４款、配当割交付金は、１００万円で前年度と

同額でございます。構成比は０.１％未満でございます。５款株式等、譲渡所得割交付

金は、２０万円で前年度と同額でございます。構成比は０.１％未満でございます。６

款法人事業税交付金は８００万円で、前年度と比較いたしまして２００万円、３３.３％

の増で、構成比率は０.１％未満でございます。７款地方消費税交付金は２億１,０００

万円で、前年度と同額でございます。構成比率は３.７％でございます。８款ゴルフ場

利用税交付金は７００万円で、前年度と同額でございます。構成比率は０.１％未満で

ございます。９款環境性能割交付金は、４００万円で、前年度と比較いたしまして、１

００万円、３３.３％の増で、構成比率は０.１％未満でございます。１０款地方特例交

付金は４５０万円で、前年度と比較いたしまして７０万円、１３.４％の減で、構成比

率は０.１％未満でございます。１１款地方交付税は、１９億８,０００万円で、前年度  

と比較いたしまして、２,５００万円、１.３％の増、構成比率は３５.２％でございます。 

１２款交通安全対策特別交付金は、１０７万８,０００円で、前年度と比較いたしまし

て２０万７,０００円、１６.１％の減で、構成比率は０.１％未満でございます。１３款 

分担金及び負担金は３,０２８万２,０００円で、前年度と比較いたしまして５２万６,０

００円、１.７％の増、構成比率は０.５％でございます。内訳といたしましては、１項

分担金が、１８万１,０００円、２項負担金が３,０１０万１,０００円でございます。１

４款使用料及び手数料は１億９５０万８,０００円で、前年度と比較いたしまして、７

３１万３,０００円、６.２％の減で、構成比率は１.９％でございます。内訳といたしま

して１項使用料が９,１１２万円、２項手数料が１,８３８万８,０００円でございます。 

１５款国庫支出金は、６億２,２４４万４,０００円で、前年度と比較いたしまして、１,

１４１万５,０００円、１.８％の減で、構成比率は１１.１％でございます。内訳といた

しまして、１項国庫負担金が４億７,６８９万７,０００円、２項国庫補助金が１億４,２

７５万５,０００円、３項国庫委託金が２７９万２,０００円でございます。１６款県支

出金は４億９,５０７万５,０００円で、前年度と比較いたしまして、２億２,６０３万３,

０００円、３１.３％の減で構成比率は８.８％でございます。内訳といたしまして１項

県負担金が２億７,７９９万４,０００円、２項県補助金が１億９,７８９万３,０００円、

３項県委託金が１,９１８万８,０００円でございます。１７款財産収入は８２万２,００

０円で、前年度と比較して、３万１,０００円、３.６％の減で、構成比率は０.１％未満

でございます。１８款寄附金は１億６,１６０万円で、前年度と比較いたしまして２,０

００万円、１４.１％の増、構成比率は２.９％でございます。１９款繰入金は１億７,０

５８万４,０００円で、前年度と比較いたしまして、２億４,２５７万９,０００円、５８.

７％の減で、構成比率は３％でございます。２０款繰越金は１億円でございます。前年

度と同額でございます構成比率は１.８％でございます。２１款諸収入は２,５６０万９,
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０００円で、前年度と比較いたしまして、３５万３,０００円、１.４％の増、構成比率

は０.４％でございます。内訳といたしましては１項延滞金加算金及び過料が８０万９,

０００円、２項町預金利子が、５万円、３項受託事業収入が１,４４７万３,０００円、

４項雑入が１,０２７万７,０００円でございます。２２款町債は、３億６,６４０万円で、

前年度と比較いたしまして、１０億１,５１０万円、７３.５％の減でございます。構成

比率は６.５％でございます。歳入合計は５６億１,８６６万９,０００円で、前年度と比

較いたしまして、１４億８,４０７万６,０００円、２０.９％の減でございます。続きま

して、５ページからは、歳出でございます。１款議会費は８,０１３万７,０００円で、

前年度と比較いたしまして、１６４万９,０００円、２％の減で、構成比率は１.４％で

ございます。２款総務費は８億８,０６６万６,０００円で、前年度と比較いたしまして、

１１億３,５１０万３,０００円、５６.３％の減で、構成比率は１５.７％でございます。 

内訳といたしまして１項総務管理費が７億９７２万６,０００円、２項徴税費が１億５

９７万５,０００円、３項戸籍住民基本台帳費が４,５４８万２,０００円、４項選挙費が

１,３３１万８,０００円、５項統計調査費が４８２万円、６項監査委員費が１３４万５,

０００円でございます。３款民生費は、１７億８千４百万６,０００円で、前年度と比

較いたしまして、３,１９０万８,０００円、１.８％の増で、構成比は３１.８％でござい

ます。内訳といたしまして１項社会福祉費が１２億７,４１０万２,０００円、２項児童

福祉費が５億９９０万４,０００円でございます。４款衛生費は、５億１,２５９万４,０

００円で、前年度と比較いたしまして、３,７４０万２,０００円、７.９％の増でござい

ます。構成比は９.１％でございます。内訳といたしまして１項保健衛生費が２億６,７

４８万４,０００円、２項清掃費が２億３,８１６万９,０００円、３項水道費が６９４万

１,０００円でございます。５款農林水産業費は、３億１,９０４万８,０００円で、前年

度と比較いたしまして３,８３８万３,０００円、１３．６％の増で、構成比は５.７％で

ございます。内訳といたしまして１項農業費が２億９,５７９万６,０００円、２項林業

費が２,３２５万２,０００円でございます。６款商工費は、８,４３６万１,０００円で、

前年度と比較いたしまして２７８万１,０００円、３.４％の増で、構成比は１.５％でご

ざいます。７款土木費は３億９,７６２万１,０００円で、前年度と比較いたしまして１

億２,８６１万２,０００円、２４.４％の減、構成比は７.１％でございます。内訳といた

しまして１項土木管理費が７,９２７万円、２項道路橋梁費が１億４,５０９万８,０００

円、３項河川費が１,７５２万円、４項住宅費が２,００９万４,０００円、５項下水道費

が９，１０１万９,０００円、６項浄化槽整備推進事業費が４,４６２万円でございます。 

８款消防費は２億７,４２６万４,０００円で、前年度と比較いたしまして３,０２４万１,

０００円、１２.４％の増で、構成比は４.９％でございます。９款教育費は４億６,９８

５万４,０００円で、前年度と比較いたしまして３,４１６万６,０００円、６.７％の減で

ございます。構成比は８.４％でございます。内訳といたしまして１項教育総務費が６,

１８５万３,０００円、２項小学校費が１億６,６４３万２,０００円、３項中学校費が５,



28 

 

２８９万３,０００円、４項社会教育費が１億６８６万１,０００円、５項保健体育費が

８,１８１万５,０００円でございます。１０款災害復旧費は９２２万円で、前年度と比

較いたしまして、２億６,２９３万２,０００円、９６.６％の減で、構成比は０.１％未満

でございます。内訳といたしまして、１項農林水産施設災害復旧費が１,０００円、２

項公共土木施設災害復旧費が９２１万９,０００円でございます。１１款公債費は、７

億９,４６５万２,０００円で、前年度と比較いたしまして６,１８０万４,０００円、７.

２％の減でございます。構成比は１４.１％でございます。１２款予備費は、１,２２４

万６,０００円で、前年度と比較いたしまして５２万５,０００円、４.１％の減でござい

ます。構成比は０.２％でございます。歳出合計は、５６億１,８６６万９,０００円で、

前年度と比較いたしまして１４億８,４０７万６,０００円、２０.９％の減でございます。 

次の７ページをお願いします。第２表、債務負担行為でございます。自治体情報システ

ム強靱性向上環境保守業務委託料といたしまして、令和５年度から令和８年度で、限度

額を１,５３１万２,０００円とするものでございます。次に、ＬＧＷＡＮ機器賃借料と

いたしまして、令和５年度から令和９年度で、限度額を６８２万６,０００円とするも

のでございます。次に、土地情報管理システム機器賃借料として、令和５年度から令和

９年度で、限度額を９０４万８,０００円とするものでございます。次に、高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画策定事業委託料として、令和５年度で、限度額を２９４万

２,０００円とするものでございます。８ページをお願いいたします。第３表、地方債

でございます。起債の目的ごとの限度額を御説明いたします。補正、圃場整備事業７２

０万円、道路橋梁整備事業６,４３０万円、河川整備事業１,０００万円、自然災害防止

対策事業６００万円、学校教育施設整備事業４,１５０万円、消防防災施設整備事業２,

７４０万円、臨時財政対策１億４,０００万円、過疎対策ソフト事業、７,０００万円で

ございます。いずれも年利４.０％以内の利率としております。９ページと１０ページ

は、歳入歳出予算の事項別明細書でございます。１１ページをお願いいたします。歳入

の内訳でございます。主なものについて説明いたします。１款町税、１項町民税は３億

３,３６０万４,０００円で、前年度より８３１万４,０００円、２.５％の増となっており

ます。個人町民税が２億７,１１０万３,０００円、法人が６,２５０万１,０００円でござ

います。中段、１款町税、２項１目固定資産税は７億９,８８４万６,０００円で、前年

度より３,８０６万４,０００円、４.５％の減で、土地、家屋、償却資産分でございます。

１３ページ、中段の下、７款１項１目地方消費税交付金は、２億１,０００万円で、前

年と同額でございます。１４ページ中段、１１款１項１目地方交付税は普通交付税が１

８億４,０００万円、特別交付税が１億４,０００万円でございます。１７ページ下段、

１５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金は４億５,９４３万１,００

０円で、前年度より４２７万５,０００円、０.９％の減で、１節社会福祉費国庫負担金

の障害者総合支援給付費国庫負担金として１億６,７４７万３,０００円、３節児童福祉

費、国庫負担金の保育所等給付費国庫負担金として１億５,３３４万１,０００円などで
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ございます。１９ページ、下段、１６款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金

は、２億７,７７８万４,０００円で、前年度より７９５万７,０００円、２.９％の増で、

１節社会福祉費県負担金の障害者総合支援給付費県負担金として８,４８４万６,００

０円、３節児童福祉費県負担金の保育所等給付費県負担金として、６,４０５万６,００

０円などでございます。２１ページをお願いします。下段、１６款県支出金、２項県補

助金、４目農林水産費、農林水産業費県補助金は、１億４,０３６万３,０００円で、前

年度より４,８７４万７,０００円、５３.２％の増でございます。１節農業費県補助金の

中山間地域等直接支払交付金として２,５３０万１,０００円、次ページ、多目的機能支

払事業交付金として２,６２９万７,０００円、農山漁村地域整備交付金として５,２００

万円などでございます。２４ページ下段、１８款１項寄附金、１目一般寄附金は、１億

６,０１０万円で前年度より２,０００万円、１４.３％の増でございます。１節一般寄附

金のふるさと南関応援寄附金が１億６,０００万円でございます。２５ページの下段、

１９款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は１億４,６００万円で前年

度より５,４００万円、２７％の減でございます。２５ページの下段、２０款１項１目

繰越金は、純繰越金が１億円で前年度と同額でございます。２８ページ下段、２２款町

債につきましては、８ページの第３表地方債で御説明したもので、合計額が３億６,６

４０万円で、前年度より１０億１,５１０万円７３.５％の減でございます。３０ページ

からは歳出でございます。人件費を省いた主なものを説明いたします。３６ページをお

願いいたします。２款総務費、１項総務管理費の７目企画費の１２節委託料に乗り合い

タクシー運行委託料として２,６９４万４,０００円を計上しております。また次ページ、

１８節、負担金補助及び交付金に地方バス運行特別対策事業補助金として２,００１万

５,０００円を計上しております。４０ページをお願いいたします。２款総務費、１項

総務管理費の１２目電子計算費の１２節委託料に、自治体情報システム強靱性向上環

境構築業務委託料として１,９４１万５,０００円を計上しております。また１３節、使

用料及び賃借料に総合行政システム使用料といたしまして、２,９５４万４,０００円を

計上しております。４１ページ、１６目まちづくり推進事業費の１８節負担金補助及び

交付金に定住住宅取得、補助金や関所っ子応援金等の住んでよかったプロジェクト補

助金、４,１９５万円を計上いたしております。４２ページをお願いいたします。下段、

１８目ふるさと寄附金費は、７節報償費にふるさと寄附金返礼品費などで７,１４３万

３,０００円、１２節委託料にふるさと寄附金返礼品発送業務委託料２,４００万円、次

ページ上段、２４節積立金にふるさと南関応援寄附金基金積立金といたしまして４,２

２３万９,０００円を計上いたしております。５２ページをお願いいたします。３款民

生費１項社会福祉費、１目社会福祉総務費の１９節扶助費に障害者総合支援給付費と

いたしまして３億３,２２９万６,０００円を計上しております。５７ページをお願いし

ます。３款民生費、１項社会福祉費、１５目後期高齢者医療費の１８節負担金補助、負

担金補助金及び交付金に療養給付費負担金といたしまして、１億６,３１８万６,０００



30 

 

円を計上いたしております。５８ページ上段、３款民生費、２項児童福祉費、１目児童

福祉総務費の１８節負担金補助金、補助及び交付金に私立保育所等給付費負担金とし

て、３億２４５万６,０００円、次ページの２目児童措置費の１９節扶助費に児童手当

１億２,１６２万円を計上しております。６５ページの中段、４款衛生費、２項清掃費、

１目、清掃総務費は１８節、負担金、補助及び交付金に有明広域行政事務組合、クリー

ンパークファイブ費、負担金といたしまして、１億１,９０７万９,０００円を計上して

おります。６９ページ上段、５款農林水産業費、１項農業費、４目農地費は、１２節委

託料に土地改良、調査計画業務委託料といたしまして、５,９３３万５,０００円、１８

節負担金補助及び交付金に多目的機能支払い事業として、３,５０６万４,０００円を計

上いたしております。７１ページ中段、５款農林水産費、１項農業費、１５目中山間地

域対策事業費、１８節負担金補助及び交付金に、中山間地域等直接支払い交付金といた

しまして３,３７３万６,０００円を計上しております。８０ページの中段の下、７款土

木費、２項道路橋梁費、３目道路新設改良費は、１４節工事請負費に町道の改良舗装補

修工事費として、８,２４２万５,０００円を計上しております。８２ページ中段、７款

土木費、５項下水道費、１目下水道整備費は、２３節投資及び出資金に下水道事業会計

出資金といたしまして、５,７７８万９,０００円を計上しております。８３ページ上段、 

８款消防費、１項消防費、１目常備消防費は、１８節負担金補助及び交付金に有明広域

行政事務組合消防費負担金といたしまして、１億６,７９８万４,０００円を計上してお

ります。２目非常備消防費は、１節報酬に、消防団員報酬１,７５５万円、出動報酬１,

２８１万４,０００円を計上しております。９０ページの中段、９款教育費、２項小学

校費、１目学校管理費、１４節工事請負費に、各小学校特別教室空調設備工事費、等と

いたしまして、５,５８４万６,０００円を計上しております。１０５ページの中段、 

１１款公債費、１項公債費、１目元金は、２２節償還金、利子及び割引料に、地方債元

金償還金といたしまして、７億６,８２６万８,０００円、２目利子は、２２節償還金、

利子及び割引料に地方債利子償還金といたしまして、２,５７８万９,０００円を計上い

たしております。以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田中龍城君） 第２０号議案、令和４年度南関町国民健康保険特別会計予算に

つきまして御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額は

歳入歳出それぞれ１４億６,６４７万円と定めるものでございます。前年度と比較し、

１,９０８万３,０００円、１.３％増の予算編成とさせていただいております。 

2 ページをお願いいたします。まず歳入でございます。１款国民健康保険税は、１億９,

６０８万７,０００円で、前年度と比較しまして、７２３万４,０００円、３.６％の減で、

予算全体に対する構成比は、１３.３％でございます。次に、２款使用料及び手数料は、

１項手数料５万円で、前年度と比較いたしまして、５万円、５０％の減でございます。 
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予算全体に対する構成比は、０.１％未満でございます。次に、５款、県支出金は、１項

県負担金補助金、１１億３,９１４万７,０００円で、前年度と比較しまして、２,６１０

万２,０００円、２.３％の増でございます。予算全体に対する構成比は、７７.７％でご

ざいます。次に６款財産収入は、１項財産収入３,０００円で、前年度と比較しまして、

１,０００円、２５％の減でございます。予算全体に対する構成比は０.１％未満でござ

います。次に７款繰入金でございます。前年度と比較しまして、７６万５,０００円、

０.７％の増で、予算全体に対する構成比は、７.１％でございます。内訳としましては、

１項他会計繰入金が１億３６６万、２項基金繰入金が１,０００円でございます。次に、

８款繰越金は、２,５００万円で、前年度と同額で、予算全体に対する構成比は１.７％

でございます。次に、９款諸収入は、２５２万２,０００円でございます。前年度と比

較しまして、４９万９,０００円、１６.５％の減で、予算全体に対する構成比は０.２％

でございます。内訳としましては、１項延滞金、加算金、及び過料が、１５０万４,００

０円、３項雑入が１０１万８,０００円でございます。歳入合計は１４億６,６４７万円

で、前年度と比較して、１,９０８万３,０００円、１.３％の増でございます。３ページ

をお願いします。歳出でございます。１款総務費は、７６０万１,０００円で、前年度

と比較して２９万６,０００円、４.１％の増で、構成比は０.５％でございます。内訳と

しましては、１項総務管理費、７４３万８,０００円、３項運営協議会費、１６万３,０

００円でございます。次に、２款保険給付費は、１０億８,８６１万円で、前年度と比

較して、２,１０８万３,０００円、２.０％の増、構成比は７４.２％でございます。内訳

としましては、１項療養給付費、９億２,６４８万４,０００円、２項高額療養費、１億

５,６２０万円、４項葬祭諸費、４０万円、５項移送費１,０００円、６項出産育児諸費、

３３６万２,０００円、７項傷病手当金２１６万３,０００円でございます。次に、３款

国民健康事業費納付金は、３億１,４２７万２,０００円で、前年度と比較して、６１８

万６,０００円、１.９％の減で、構成比は２１.４％でございます。内訳としましては、

１項医療給付費分、２億３,３８０万４,０００円、２項後期高齢者支援金等分５,８４０

万４,０００円、３項介護納付金分、２,２０６万４,０００円でございます。次に、５款

保健事業費は、１,８８９万１,０００円で、前年度と比較して３１万円、１.６％の減で、

構成比は１.３％でございます。内訳といたしましては、１項、特定健康診査等事業費

９７７万４,０００円、２項保健事業費、９１１万７,０００円でございます。次に、６

款基金積立金は３,０００円で、前年度と比較して１,０００円、２５％の減で、構成比

は、０.１％未満でございます。次に、８款諸支出金は、１項償還金及び還付加算金、１

００万１,０００円で、前年度と同額で、構成比は０.１％未満でございます。次に、９

款共同事業、拠出金は１項共同事業拠出金１,０００円で、前年度と同額で、構成比は

０.１％未満でございます。最後に１０款予備費は、１項予備費といたしまして、３,６

０９万１,０００円で、前年度と比較して４２０万１,０００円、１３.２％の増で構成比

が２.５％でございます。歳出合計金額は、１４億６,６４７万円で、前年度と比較して
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１,９０８万３,０００円、１.３％の増でございます。６ページをお願いいたします。 

歳入の内訳説明でございます。款項目節の部分の主なものについて御説明申し上げま

す。１款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税でございます。１節医

療給付費分現年課税分は、１億３,７０４万７,０００円、２節、後期高齢者支援金分現

年課税分は、４,５７８万８,０００円で、３節介護給付費分現年課税分は１,１６９万９,

０００円を見込んでいるところでございます。７ページをお願いいたします。中段の５

款県支出金、１項県負担金・補助金、１目保険給付費交付金でございます。１節普通交

付金は、保険給付費分が県から交付される分で、１０億７,９８４万円を見込んでおり

ます。また、２節特別交付金は、保険者努力支援分、特別調整交付金などで、５,９３０

万７,０００円を見込んでいるところでございます。下段の７款繰入金、１項他会計繰

入金、１目一般会計繰入金でございます。１節保険基盤安定繰入金７,４４１万円、４

節財政安定化支援事業繰入金２,１７３万２,０００円を見込んでいるところでござい

ます。８ページをお願いいたします。２段目、８款１項２目１節繰越金２,５００万円

で、前年度繰越金でございます。中段の９款諸収入、１項延滞金・加算金及び過料、１

目一般被保険者延滞金、１節延滞金１５０万円でございます。同款３項雑入、１目 

一般被保険者第三者納付金、１節第三者納付金１００万円をこれまでの実績をもとに

見込んでいるところでございます。２ページを飛ばしまして、１１ページをお願いたし

ます。歳出の内容説明でございます。中ほどの２款保険給付費、１項療養給付費、１目

一般被保険者療養給付費、１８節負担金補助及び交付金９億２,０００万円、前年度と

比較して、１,９４０万円、２.１％の増となっております。１人当たり４０万円の２,３

００人分を見込んでおります。パターンの同じく、２款２項高額療養費、１目一般被保

険者高額療養費は、１億５,６００万円で、前年度と同額を見込んでおります。１２ペ

ージをお願いします。中段の２款保険給付費、６項１目出産育児一時金は８名分、３３

６万円を見込んでおります。同款７項１目傷病手当金には５名分、２１６万３,０００

円を見込んでおります。１３ページをお願いいたします。３款国民健康保険事業納付金、

１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費分２億３,３８０万３,０００円、前年

度と比較して２８４万円、１.２％の減を見込んでおります。その下段の３款国民健康

保険事業納付金、２項後期高齢者支援金等分、１目、一般被保険者後期高齢者支援金等

分は５,８４０万４,０００円、更に下段の３款３項１目介護納付金分２,２０６万４,０

００円を見込んでおります。１４ページをお願いします。上段の５款保険給付費、１項

１目特定健康診査等事業費、１２節委託料に、健康診査委託料として８９０万６,００

０円を見込んでおります。これはふるさと総合健診を初め、特定健診分でございます。 

１５ページをお願いします。下段の１０款１項１目予備費です。３,６０９万１,０００

円でございます。以上で説明を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 
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〇建設課⾧（嶋永健一君） 第２１号議案、令和４年度南関町簡易水道事業特別会計予算に

ついて御説明申し上げます。１ページをお開きください。歳入歳出予算の総額を６９８

万５,０００円とするものでございます。前年度予算と比べ２９.５％の減額となってお

ります。２ページをお願いします。歳入でございます。２款使用料及び手数料は、１５

０万１,０００円で、構成比は２８％でございます。前年度と同額でございます。内訳

としまして、１項使用料が１５０万円、２項手数料が１,０００円でございます。５款

繰入金は５３８万３,０００円で、構成比は７２％、前年比３５.９％の減額でございま

す。１項一般会計繰入金でございます。６款諸収入は、１０万１,０００円で、構成比は

０.１％未満としまして、前年比１００％アップの増額でございます。２項雑入が１０

０万円、３項延滞金、加算金及び過料で、１,０００円でございます。歳入合計は６９８

万５,０００円、前年比２９.５％の減額でございます。３ページは歳出でございます。 

１款総務費、１項総務管理費は、４９６万３,０００円、構成比８０％、前年比３７％

の減額でございます。３款公債費は１項公債費１８２万２,０００円、構成比率は１９.

７％、前年度と同額でございます。４款予備費、１項予備費は、２０万円、前年度構成

比は０.３％でございます。前年度と同額でございます。歳出合計は６９８万５,０００

円、前年比２９.５％の減額でございます。４ページは歳入予算における前年度との比

較でございます。５ページは歳出予算における前年度と比較及び財源内訳でございま

す。６ページをお願いいたします。歳入について御説明いたします。２款１項１目簡易

水道使用料は、１５０万円でございます。２款２項１目簡易水道手数料は１,０００円

で、督促手数料でございます。５款１項１目一般会計繰入金は５３８万３,０００円で

ございます。６款２項１目雑入は１０万円で、簡易水道協会研修助成金でございます。 

６款３項１目延滞金は１,０００円でございます。７ページは歳出についての説明でご

ざいます。１款総務費は１項１目一般管理費が４９６万３,０００円で、前年比３７％

の減額でございます。主なものは１０節需用費、１６０万３,０００円、それから１２

節委託料１５９万８,０００円でございます。８ページをお願いします。３款公債費は

１項１目、元金は１６０万５,０００円、地方債元金償還金でございます。２目の利子

は２１万７,０００円、償還金でございます。合計の１８２万２,０００円となっており

ます。最後に、４款１項１目予備費は２０万円でございます。以上で説明を終わります。 

御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 健康推進課⾧。 

〇健康推進課⾧（良田和彦君） 第２２号議案、令和４年度南関町介護保険事業特別会計予

算につきまして御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。歳入歳出の総額は

歳入歳出それぞれ１４億１,１４４万６,０００円と定めるものでございます。前年度と

比較し、２７１万４,０００円、０.２％増の予算編成とさせていただいております。２

ページをお願いいたします。歳入でございます。１款保険料、１項介護保険料、２億３,

１１７万８,０００円で、前年度から１４７万１,０００円、０.６％の増でございます。 
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次に、２款使用料及び手数料、１項手数料、１万円で、前年度と同額でございます。次

に、３款国庫支出金、３億８,７９０万１,０００円で、前年度から１０９万９,０００円、

０.３％の減でございます。内訳としまして、１項国庫負担金、２億４,２６６万８,００

０円、２項、国庫補助金１億４,５２３万３,０００円でございます。次に、４款支払い

基金交付金、１項支払い基金交付金３億６,８６４万８,０００円、前年度から１９５万

３,０００円、０.５％の増でございます。次に、５款県支出金、１億９,５５３万２,００

０円でございます。内訳としまして、１項県負担金、１億８,５６３万８,０００円、３

項県補助金９８９万４,０００円でございます。次に、６款財産収入、１項財産運搬収

入、２,０００円でございます。次に、７款繰入金、２億１,９０８万２,０００円で、前

年度から０.１％未満の減でございます。内訳としまして、１項一般会計繰入金、２億

９０８万２,０００円、２項基金繰入金１,０００万円でございます。次に、８款繰越金、

１項繰越金５００万円でございます。次に、９款諸収入、４０９万３,０００円で、前

年度から１６.８％の増でございます。内訳としまして、１項、延滞金、加算金及び過

料、３,０００円、３項雑入５万８,０００円、４項予防給付費収入、４０３万２,０００

円でございます。収入合計金額、前年度から２７１万４,０００円を増加して、１４億

１,１４４万６,０００円を計上するものでございます。３ページをお願いいたします。 

歳出でございます。１款総務費１,６０８万４,０００円、前年度から１４５万７,０００

円、８.３％の減でございます。内訳としまして、１項総務管理費、１０２万３,０００

円、２項徴収費４４万２,０００円、３項介護認定審査会費、１,４６１万９,０００円で

ございます。次に、２款保険給付費、１３億１,７８６万６,０００円で、前年度から５

７９万円、０.４％の増でございます。内訳としまして、１項介護サービス等諸費、１

２億１,０７０万４,０００円、２項介護予防サービス等諸費、３,０５８万２,０００円、

３項その他諸費１２８万円、４項高額介護サービス等費、２,７６２万４,０００円、５

項高額医療合算介護サービス等費、３６２万４,０００円、６項特定入所者介護サービ

ス等費、４,４０５万２,０００円でございます。次に、４款地域支援事業費、７,２１３

万５,０００円、前年度から２１８万３,０００円、３.１％の増でございます。内訳とし

まして、１項介護予防生活支援サービス事業費、２,５４５万５,０００円、２項一般介

護予防事業費２,１９８万３,０００円、３項包括的支援事業、任意事業費１,１８５万円、

４項居宅介護支援事業費１,２７７万７,０００円、５項その他諸費、７万円でございま

す。次に、５款基金積立金、１項基金積立金２,０００円でございます。次に、６款諸支

出金、１項償還金及び還付加算金１５万１,０００円でございます。次に、８款１項予

備費といたしまして、５２０万８,０００円、前年度より３８２万円、４２.２％の減で

ございます。４ページ、５ページは、事項別明細書でございます。６ページをお願いい

たします。歳入の内容説明でございます。主なものについて御説明申し上げます。１款

保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料でございます。１節特別徴収保険

料２億１,３４０万円で基準額は５,９５０円、対象者は３,４４３名を見込んでいるとこ
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ろでございます。２節普通徴収保険料、１,７６７万８,０００円で、対象者といたしま

して、２８０名を見込んでいるところでございます。中段の３款国庫支出金、１項国庫

負担金、１目介護給付費負担金でございます。１節現年度分で介護給付費国庫負担金２

億４,２６６万８,０００円を見込んでいるところでございます。次に、３款国庫支出金、

２項国庫補助金、１目調整交付金、１節調整交付金、１億２,１１９万７,０００円でご

ざいます。同じく３款２項５目地域支援事業交付金、１節地域支援事業交付金、１,１

８７万５,０００円で、対象事業費の２５％を見込んでいるところでございます。７ペ

ージをお願いいたします。２段目の４款支払い基金交付金、１項支払い基金交付金、１

目介護給付費交付金、１節現年度分、３億５,５８２万３,０００円で、給付見込額の２

７％に相当する額でございます。続きまして、５款県支出金、１項県負担金、１目介護

給付費負担金、１節現年度分、１億８,５６３万８,０００円を見込んでいるところでご

ざいます。８ページをお願いいたします。２段目の７款繰入金、１項一般会計繰入金、

１目介護給付費繰入金、１節介護給付費繰入金、１億６,４７３万４,０００円で、給付

費見込額の１２.５％に相当する額でございます。同じく７款１項４目低所得者保険医

療軽減繰入れ繰入金、１節現年度分、１,８３９万２,０００円で、第１段階から第３段

階までの方への軽減に対してのものでございます。２ページ飛ばしまして、１１ページ

をお願いいたします。歳出の内容説明でございます。２段目の２款保険給付費、１項介

護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、１８節負担金補助及び交付金４億７,

０００万円、前年度から１、２％の増で、ひと月当たり３,９１６万６,６００円を見込

んでいるところでございます。１２ページをお願いいたします。同じく２款１項３目 

施設介護サービス給付費、１８節負担金補助及び交付金、３億８,３００万円、前年度

から２.１％の減で、１か月当たり、３,１９１万６,６００円を見込んでいるところでご

ざいます。同じく２款１項７目居宅介護サービス計画給付費、１８節負担金補助及び交

付金、６,５６０万円、前年度から７.２％の増で、１か月当たり５４６万６,６００円を

見込んでいるところでございます。同じく２款１項９目地域密着型介護サービス給付

費、１８節負担金補助及び交付金、２億８,７００万円、前年度から１.８％の増で、ひ

と月当たり、２,３９１万６,６００円を見込んでいるところでございます。１３ページ

をお願いいたします。上段の２款保険給付費、２項介護予防サービス、等諸費１目介護

予防サービス給付費、１８節負担金補助及び交付金２,０４０万円で、ひと月当たり１

７０万円を見込んでいるところでございます。１４ページをお願いいたします。２款保

険給付費、４項介護予防サービス等費、１目高額介護サービス費、１８節負担金、補助

及び交付金、２,７００万円、ひと月当たり２３０万円を見込んでいるところでござい

ます。下段の２款２項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、

１８節負担金補助及び交付金４,４００万円、前年度から３.５％の減で、ひと月当たり

３６６万６,６００円を見込んでいるところでございます。１５ページをお願いいたし

ます。２段目の４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護
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予防生活支援サービス事業費、１８節負担金、補助及び交付金、１,８５０万円、７.７％

の増で、ひと月当たり１５３万９,７００円を見込んでおります。１６ページをお願い

いたします。下段の４款地域支援事業費、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防

事業費、１２節委託料２,１０４万８,０００円で、主なものといたしまして、体力アッ

プ教室委託料２,０９６万５,０００円、前年度から２％の増でございます。以上で説明

を終わらせていただきます。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

〇議⾧（立山秀喜君） ここで、説明の途中ですが、１０分間の休憩をとります。 

―――――――〇――――――― 

休憩 午後２時 04 分 

再開 午後２時 14 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。説明の途中でありまし

たので、これを続行します。なお、次の一般質問に備えて退室されました職員を入室さ

せておりますので、報告します。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 第２３号議案、令和３年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計

予算について御説明いたします。１ページをお開きください。第１条の第１項で、歳入

歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億５,５８６万４,０００円と定めるものでござ

います。第３条で一時借入金の借入れの最高限度額は３,０００万円とするものでござ

います。２ページをお願いします。歳入でございます。１款分担金及び負担金は、５２

０万１,０００円で、構成比率３％、前年度と比べまして同額でございます。内訳とし

まして、１項分担金が５２０万円、２項負担金が１,０００円でございます。２款使用

料及び手数料は、３,６８４万５,０００円で、構成比３６％、前年比３.４％の増額でご

ざいます。内訳としまして、１項使用料が３,６８４万４,０００円、２項手数料が１,０

００円でございます。３款国庫支出金は、１,９１６万円で、構成比が１０％でござい

ます。前年度と同額でございます。４款国庫支出金は３７３万６,０００円で、構成比

は２１％でございます。前年比２６.７％の増額でございます。それから５款繰入金は

４,４６２万円で、構成比が３０％でございます。前年比８.６％の増額でございます。

一般会計からの繰入金でございます。７款諸収入は２,０００円で、１％未満で、前年

度と同額でございます。内訳としましては、延滞金が１,０００円、雑入が１,０００円

でございます。８款町債は、４,６３０万円で、公債比率３２％でございます。前年比

８.１％の増額でございます。歳入合計は、１億５,５８６万４,０００円で、前年比０.

９％の増額でございます。３ページに入ります。歳出でございます。１款総務費は５,

５８１万円で、公債比率３％、前年比４.２％の増額でございます。２款事業費は、浄化

槽整備事業費、７,４５９万９,０００円で構成比率５８％でございます。前年比０.３％
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の増額でございます。３款公債費、１項公債費は２,７５９万４,０００円で、構成比率

２７％でございます。前年比１４.５％の増額でございます。４款予備費、１項予備費

は２０万円で、構成比率は２％でございます。前年度と同額でございます。歳出合計は

１億５,５８６万４,０００円で、前年比０.９％の増額でございます。４ページをお開き

ください。地方債の限度額でございます。浄化槽整備推進事業費の財源としまして、起

債の限度額を４,６３０万円とするものでございます。５ページは歳入予算における前

年度との比較でございます。６ページは歳出予算における前年度との比較及び財源内

訳でございます。７ページをお願いいたします。歳入についての説明でございます。１

款１項１目総務費分担金は５２０万円で受益者分担金でございます。１款２項１目総

務費負担金は１,０００円で、増高経費負担金でございます。２款１項１目浄化槽使用

料は３,６８４万４,０００円でございます。２款２項１目浄化槽手数料は１,０００円で、

督促手数料でございます。３款１項１目浄化槽整備推進事業国庫補助金は１,９１６万

円で、循環型社会形成推進交付金でございます。８ページをお願いいたします。４款１

項１目浄化槽整備推進事業費県補助金は３７３万６,０００円でございます。５款１項

１目一般会計繰入金は４,４６２万円でございます。７款１項１目延滞金は１,０００円

でございます。７款２項２目雑入は１,０００円でございます。８款１項１目公共下水

道債は４,６３０万円でございます。９ページは歳出についての説明でございます。主

なものについて御説明いたします。１款総務費、１項１目の一般管理費は、５,３４７

万１,０００円で、１０節の需用費３１３万１,０００円、浄化槽ブロワーのダイヤフラ

ム交換等になります。１１節役務費３４０万飛び６,０００円、水質検査料が主なもの

でございます。１２節の委託料は４,６００飛び７万８,０００円、浄化槽管理委託料と

企業会計移行支援業務委託料でございます。２款１項１目浄化槽建設費は７,４５９万

９,０００円でございます。主なものは１０ページの１４節工事請負費６,６６８万円、

今年も４０基を予定しております。３款公債費は１項１目元金、２,５５２万６,０００

円で、地方債元金償還金でございます。２目利子償還金は２００飛び６万８,０００円

で、地方債利子償還金でございます。最後に、４款１項１目予備費は２０万円でござい

ます。以上で説明を終わります。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 福祉課⾧。 

〇福祉課⾧（田中龍城君） 第２４号議案、令和４年度南関町後期高齢者医療特別会計予算

につきまして御説明申し上げます。１ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億７,０６１万４,０００円と定めるものでございます。前年度と

比較し、２,４３３万２,０００円、１６.６％増の予算編成とさせていただいております。

２ページをお願いいたします。歳入でございます。１款後期高齢者医療保険料は、１項

後期高齢者医療保険料、１億７８４万９,０００円で、前年度と比較しまして、１,３９

４万６,０００円、１４.９％の増で、予算全体に対する構成比が６３.２％でございます。
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次に、２款使用料手数料は、１項手数料１万円で前年と同額で、予算全体に対する構成

比は０.１％未満でございます。次に、３款繰入金は、１項一般会計繰入金、６,２３４

万１,０００円で、前年度と比較いたしまして、１,０７８万６,０００円、２０.９％の増

で、予算全体に対する構成比は３６.５％でございます。次に４款繰入金は、１項繰入

金１,０００円で、前年度と同額で、予算全体に対する構成比は０.１％未満でございま

す。次に、５款諸収入は、４１万３,０００円で、前年度と比較しまして４０万円、４９.

２％の減で、予算全体に対する構成比は０.２％でございます。内訳としましては、１

項延滞金及び過料、２,０００円、２項償還金及び還付加算金４１万円、４項雑入１,０

００円でございます。歳入合計は、１億７,０６１万４,０００円で、前年度と比較して、

２,４３３万２,０００円、１６.６％の増でございます。３ページをお願いいたします。

歳出でございます。１款総務費は、２項徴収費２７万５,０００円で、前年度と比較い

たしまして、８,０００円、３％の増で、構成比は０.１％でございます。２款後期高齢

者広域連合納付金は、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１億６,９９２万４,０００

円、前年度と比較いたしまして、２,４７２万３,０００円、１７％の増で、構成比は９

９.５％でございます。３款諸支出金は、１項償還金及び還付加算金、４１万円で、前年

度と比較しまして４０万円、４９.２％の減で、構成比は０.２％でございます。４款予

備費は、１項予備費５,０００円で、前年度と比較いたしまして１,０００円、２５％の

増で、構成比は０.１％未満でございます。歳出合計金額は、１億７,０６１万４,０００

円で、前年と比較して、２,４３３万２,０００円、１６.６％の増でございます。６ペー

ジをお願いいたします。歳入の内容説明でございます。主なものだけを御説明申し上げ

ます。１款１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、１節現年度分、８,３０４

万３,０００円でございます。２目普通徴収保険料、１節現年度分、２,４８０万５,００

０円でございます。中段下の３款繰入金、１項一般会計繰入金、２目保険基盤安定繰入

金、１節保険基盤安定繰入金は６,２０７万６,０００円を見込んでいるところでござい

ます。概要といたしましては、保険料の軽減分で、県が４分の３、町が４分の１の割合

となっております。続いて１ページ飛ばしまして８ページをお願いいたします。歳出で

ございます。中段の２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域

連合納付金、１８節負担金補助及び交付金、１億６,９９２万４,０００円を計上してお

ります。内訳は、被保険者保険料負担金、１億７８４万８,０００円、基盤安定負担金、

６,２０７万６,０００円でございます。以上で説明を終わらせていただきます。御審議

の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 第２５号議案、令和４年度南関町下水道事業会計予算について

御説明を申し上げます。１ページをお開きください。第１条は総則でございます。第２

条、業務の予定量でございます。計画処理人口を２,４９０人、年間処理水量２６万２,

８２８立方メートル、１日平均処理水量７２０立方メートルと見込んでおります。主な
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建設改良費は、公共債、公共枡の設置工事に７０万円、上⾧田汚水枝環境築造工事に６

００万円、浄化センター改築更新実施設計業務委託に３５０万円を予定しております。 

２ページをお開きください。第３条は収益的収入及び収支の予定でございます。収入よ

り御説明いたします。第１款下水道事業収益、総計は１億１,５２８万７,０００円で、

前年と比較しまして、６,０９４万９,０００円、３４.６％の減と予定をしております。 

内訳としまして、第１項営業収益や３,７１４万６,０００円、前年度比較しまして、２

３５万５,０００円、１.１％の増でございます。第２項営業外収益は７,８１４万１,００

０円、前年度と比較しまして、６,３３０万４,０００円、５５.２％の減でございます。 

次に支出でございます。第１款下水道事業費、総額の１億４,６７０万８,０００円で、

前年度と比較しまして、８,６７７万８,０００円、３７.２％の減と予定しております。 

内訳としまして、第１項営業費用は１億３,７００飛び６万９,０００円、前年度と比較

しまして、８,６０２万円、３８.６％の減でございます。第２項営業外費用は８,６６３

万９,０００、前年度と比較しまして、７５万８,０００円、８％の減でございます。第

３項予備費は、１００万円でございます。前年度と同額でございます。第４条は資本的

収入及び支出の予定で額でございます。収入より御説明いたします。第１款資本的収入、

合計としまして６,１４８万９,０００円で、前年度と比較しまして、４６３万２,０００

円、７.５％の増と予定をしております。内訳としまして、第１項出資金は、５,７７８

万９,０００円、前年度と比較しまして、６１３万２,０００円、１.２％の増でございま

す。第２項国庫補助金は１７５万円、前年度は組んでおりませんでしたので１７５万円

の増でございます。第３項、受益者分担金及び、負担分担金は１９５万円、前年度と比

較しまして、３２５万円、６２.５％の減でございます。次に支出でございます。第１

款資本的支出、総額で６,１４８万９,０００円で、前年度と比較しまして、９１２万１,

０００円、１７.４％の増と予定しております。内訳としまして第１項建設改良費は１,

０２１万１,０００円、前年度比較まして９５０万円、１,３３６.１％の増でございます。 

第２項企業債償還金は５,１２７万８,０００円、前年度と比較しまして、３７万９,００

０円、０.７％の減でございます。次は３ページをお願いいたします。第５条は債務負

担行為について次のとおり定めるものでございます。浄化センター維持管理業務委託

期間、令和４年度から令和７年度までの４年間限度額２億飛び５２５万８,０００円と

するものです。第６条は一時借入金の限度額を３,０００万円と定めるものでございま

す。第７条が、予定支出の各項の経費の流用について定めているものでございます。第

８条は、議会の議決を経なければ流用することの出来ない経費を定めたもので、主に給

料でございます。職員給料、給与費６３８万４,０００円でございます。第９条は、下

水道事業安定のため、一般会計からこの会計へ補助を受け入れる金額は３,２９４万９,

０００円でございます。４ページ以降は、参考資料でございます。以上で説明を終わり

ます。御審議の上、御承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 
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〇町⾧（佐藤安彦君） 第２６号議案、南関町教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて、提案説明をさせていただきます。南関町教育委員会委員に次の者を任命し

たいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会

の同意を求めるものでございます。また、委員の任期は４年でございます。住所、南関

町大字今５２２番地、氏名、松本明、生年月日、昭和２６年４月７日生まれ、７０歳

でございます。この度、現教育委員会委員の松本隆明氏の任期が令和４年３月３１日ま

でとなっておりますので、再度南関町教育委員会委員に任命したいので提案するもの

でございます。松本氏は、昭和４９年３月に熊本大学教育学部を卒業後、同年４月から

熊本市力合小学校に勤務されました。その後、県内の小学校のほか、南関第三小学校に

勤務、平成１２年４月からは、南関第四小学校教頭、平成２１年４月からは、南関第四

小学校校⾧に就任し、南関町の学校教育に尽力いただき、平成２４年３月に定年退職を

されました。退職後は、平成２４年４月から南関町教育委員会学校教育専門指導員とし

て町内小・中学校の学力向上にその力を遺憾なく発揮していただきました。また平成２

５年７月からは、南関町人権擁護委員を任命されておりその人望の厚さを伺えるとこ

ろでございます。平成３０年４月１日より南関町教育委員会教育委員に任命され、現在

は１期目でございます。以上の経歴のとおり、教育全般にわたり教養と知識及び経験を

兼ね備え、人柄は温厚誠実、人格も心清く正しく、識見を有したすぐれた方であり、本

町教育委員会教育委員として適任であると思われますので、御提案申し上げる次第で

ございます。何とぞ、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 以上で、提案理由の説明を終了します。 

日程第２８、一般質問を行います。発言の通告があっていますので、順次発言を許しま

す。７番議員、質問を許します。７番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） 皆さんこんにちは。第１８期の一般質問、トップバッターとし

て私から質問を行います。よろしくお願いします。私のほうからですね、町道新設改良

拡幅工事の進捗状況についてお尋ねをいたします。南関町のですね、町道につきまして

は、町道の舗装がですね昭和４０年代から昭和５０年代にかけまして舗装されたもの

であり、またその当時のですね道路幅に従って舗装されたものであり、拡幅工事などが

ですね、その後なかなか進んでいない状況が続いております。徐々にではありますが拡

幅工事、また新設の道路が出来てきておりますけど、まだまだですね、ライフラインが

ですねまだ整備が十分でないということで、私がこの質問をいたします。新庁舎も新し

くなりですね、役場庁舎、またコンパクトシティということで、消防署もですね、すぐ

近くに出来ております。でもですね、住民の方々の生活環境、ライフラインがよくなく

てはですね、これまた住民の方々のですね、生活がよくなってこないと庁舎ばかりがよ

くなってもですね何もなりません。庁舎一体となってですね住民生活がよくなりです

ね、また、最近災害等がですね、多くなってきております。異常にですね、規模も大き

くなってきております。そういった中で災害に備えたですね、道路の新設、また改良、
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各工事、そういったのをですね急がなくてはならないと思っております。まだまだです

ね、地区によっては、緊急、消防車両やですね、救急車、そういった車両がですね、十

分に中まで入っていかない、もっとですね近くまで行ってですね、対応しなくてはなら

ない、そういったところが十分多くですね、見受けられますので、できるだけですね、

早期にこういった問題を解決していってもらいたいと思いますので、ぜひですね、よろ

しくお願いしたいと思います。 

まず、町道の新設改良等の要望が、区⾧より要望が上がっていると思うが、現在、新設

が何件で改良拡幅工事の件数が何件上がっているのかを尋ねる。また、現在の進捗状況

を聞きます。以上で、後の質問は自席にて行います。よろしくお願いします。 

〇町⾧（佐藤安彦君） ７番、杉村博明議員の町道新設改良拡幅工事の進捗状況についての、

町道新設改良等の要望が区⾧より上がっていると思うが、現在新設が何件で、改良拡幅

工事の件数が何件上がっているか尋ねる。また、現在の進捗状況を聞く、との質問にお

答えいたします。町道の新設につきましては、現在のところ、要望はあがっておりませ

ん。また、改良拡幅工事につきましては、昨年の８月の全員協議会で御説明しましたと

おり、１０路線の要望が上がっております。そのうち５路線につきましては、複数の住

宅が隣接していることや、起伏が激しい地形のところもあり、用地の取得や工法も困難

であることも考えられ、町の財政上も厳しい状況であることからも苦慮しているとこ

ろであります。しかしながら、町民の皆様が安心して暮らせる環境の整備のためには、

離合できる待避場等の確保が必要ですので、部分的に拡幅等で対応させていただけな

いかと地元の関係者の方々との協議をしているところであります。残りの５路線につ

きましては、現在取り組んでいる路線の改良工事が完了次第、順次取り組んでいきたい

と考えております。ただ、国庫補助金の採択要件が、児童生徒の登下校時の安全確保の

ための通学路整備や、既存構造物、橋やトンネル等の維持補修にシフトされていますの

で、今後の事業実施においては、町単独費の負担が増加するものと考えられます。その

ほか、本年１月に新たな町道拡幅改良の要望が１件提出されました。この路線につきま

しては、以前に要望があり、取り組む方向で地元説明会等を行いましたが、最終的には

地元がまとまらず、取下げとなった経緯がありますので、慎重に対応していくべきもの

と考えております。続きまして、現在取り組んでいます８路線の改良拡幅工事の進捗に

ついて御説明いたします。最初に、庁舎建設に合わせて進めておりました田町堀池園線

は、町民の皆様方には、工事期間中、御不便や御迷惑をおかけしておりましたが、昨年

末に無事完了出来ましたことに大変感謝申し上げます。今後は、地元の皆様に有効に御

活用いただける道路になりますことを願うものであります。この路線の完了により、残

り７路線を継続事業としており、２番目に米田大場線は、内田川に架かる橋の拡幅工事

を行っており、進捗率は７５％で、令和５年度の完成を目標に事業を進めております。 

３番目に関村田原線は県道と接続区間と舗装５８０メートルを残すのみとなり、進捗

率は８０％で、これも令和５年度完成を目指して事業を進めております。４番目に、大
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西桜原線ですが、残り１２８メートルとなりましたが、用地等の問題や課題が発生し、

解決に時間を必要とするため、今回で一旦完了と判断しております。５番目に、草村高

久野線は、高久野集落間が終わり、第２小学校区間の４００メートルを残すのみとなり、

進捗率は７８％であります。６番目に、米田⿁王線、臼間校区ですが、付け替え線形ル

ートの再測量設計を行っており、令和４年度に用地買収、工事着手まで進め、令和５年

度末の完了を目標に事業を進めているところです。７番目の小原上⾧田線圃場整備区

域につきましては、令和４年度から工事に着手できるよう、上⾧田圃場整備地区と調整

をしながら進めております。最後に８番目の迎町旭町線は、現在、測量設計とあわせて

用地の交渉を行っており、令和４年度より工事に着手できるよう計画をしているとこ

ろであります。以上お答えいたしまして、この後の質問につきましては、自席よりお答

えさせていただきます。また詳細については担当課⾧よりお答えします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） 今町⾧のほうから答弁がありましたけど、やっぱりですね、進

捗がなかなか遅いということが非常に懸念しております。できればですね、もう少し対

応をですね、もっと早くしてもらいたいと思いますが、担当課としては、どうでしょう

か、その辺は。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） はい、担当課としましても、議員のおっしゃるように、早急に

進めたいと考えておりますが、いかんせん、一般財源だけでは進むことが出来ませんの

で、国の補助金をもらっております社交金事業と、今は構造物とかの安全対策、安全防

犯対策費用という交付税が二つございます。そちらのほうをいただきながら、うちの一

般財源と組合せながら進めておりますが、なかなか先ほど言いましたように採択要件

が最近厳しくなっておりまして、なお且つ国の財源のほうもだいぶ絞られてきまして、

要望を上げてる分の６０％としか今採択が付いてきておりません。そういうこともち

ょっと重なりますし、昨今の災害が各地で起こっていますんで、その辺りも多分加味し

てるのではなかろうかと思いますが、なかなか予算が付いてきませんので、今のとこそ

れに合わせたところで事業をちょっと進めておりますので、なかなかおっしゃるとお

り進んでないところでございます。何とか単費でできるところが少しずつ徐々にお願

いしていただいて進めておりますが、いかんせん、後ろ立てとなるものがございません

ので、そういうところが１番進んでないところかと思います。以上でございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） 先ほど言われたのがですね、町⾧のほうから答弁されたのが、

関村田原線ですかね。そこも、もうあとちょっとというところなんですよね。そこでま

だ開通っちゅうか最後まで出来てないんですけど、そこら辺のもう少しというところ

で工事が止まってはいないかと思いますけど、なかなか進んでない、その状況はなぜな

のか、お尋ねします。 
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〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） 確かにおっしゃるとおり、あそこも足かけ、やがて１０年目を

迎えようとしております。今のところ、そこだけの区間ちょっとしか予算が付いており

ませんので、なかなか財源不足というのが、実情でございます。その財源も一般会計と

いうよりも国からいただく予算のほうが、ちょっとそれがあまりついてきておりませ

んので、その辺がちょっと苦労してるところでございます。一応予算としては、毎年度、

年度末に繰越しという形で予算をつけて確か事業を進めている区間ではございますが、

なかなか進んでいないのは現状でございます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） 予算予算、やっぱり予算がないと出来ませんけど、これでです

ね、非常に道路というのはやっぱライフライン、しっかりとしないと南関町はですね、

福岡県との県境ということもありですね、私たちは大牟田とか福岡県のほうに行く機

会が随分多いんですよね。福岡県と熊本県を見ると、どうしても熊本県に、福岡県に出

て、また南関に入ってくると、どうしてもその差が一目で分かるように、皆さんも感じ

てるかと思うんですけど、福岡県のほうになったら道路がいいんですよね。それはもう

県道でありまして町道じゃありませんけど。やっぱりどうしてもですね見劣りすると

ころがあります。そしてまたですね先ほど申しましたように、緊急車両、そういったの

がですね、１分１秒でも早くですね、着くように、そしてまた火災時にも消防車両が１

分１秒でも早く着くような、そういった状況をつくっていかないと、消防車両もやっと

通るような感じのところが随分と多く見受けられますけど、その辺はどう思っていら

っしゃいますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） 議員の言われるとおりでありまして、それぞれの集落で消防車であ

るとか緊急車両がなかなか通りにくい部分がかなりございます。そういった路線の要

望も出ておりますけれども、そこを家屋等を解体して道路を改良するということにな

ると相当の費用を要することになりますので、これまでも、やはり離合箇所であるとか、

途中まで緊急車両が行けるような道路をつくるとか、そういったことでお願いをして

いるところでありまして、町の全体予算の中で、何％そういった投資的、そして建設予

算に充てるかということも、これからもですね。施政方針の中で申しましたけれども、

中⾧期的に考えながら、やはり起債の返還あたりと合わせながらですね、そういったも

のを対応していきたいと思いますので、町民の皆様方の安全安心を守るということは

もう十分に理解しているつもりではあります。ですので、予算等を照らし合わせってい

うのは非常にですね、申し訳ないことですけれども、先ほど建設課⾧のほうからも答弁

ありましたけれども、国の予算の割当てが決まっておるということですけれども、それ

については、いろんな工夫をしながら国の予算も取れるようにですね、対応していきた

いというふうに考えます。 
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〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） やっぱりですねこういった道路はですね、先ほど申しますよう

にやっぱり緊急性が１番大事なんですよね、対応するのにですね。やっぱり消防車両、

救急車そういったのが近くまで来ないと出来ない、そういったのをですね、私は強く、

望んでるわけなんですよ。また住民の方もですね、やっぱりどうしても近くまで来てほ

しいというのは、望んでらっしゃると思うんですよね。そういったのを十分理解してで

すね、また対応していってもらいたいと思います。そこのですね迎町旭町線も、今測量

が終わって、あと進んでいるわけなんですけど、今後のことをちょっとお聞きしますけ

ど、現在どのような進捗でしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君）はい。現在の進捗につきましては町⾧の答弁にもありましたよう

に、本年度で一応用地の大体１００％御承諾をいただける方向で今進んでおります。 

今全ての方がちょっと了承いただいていないもんですから、少し問題が起きましてで

すね苦労してるとこでございますが、一応予算としましては、来年度、新年度予算で購

入費を申請して上げております。それで、何とか６月までにいっぱい買収といいますか、

御相談の用地の交渉が出来て、できれば６月補正で工事費用を組ませていただいて、着

手に入りたいと考えております。今のところは順調とは言いませんけども、大体御了承

をいただいてるとこでございます。あともう少し詰めの段階が少し残ってるとこでご

ざいます。以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） やっぱりですね、この道路は通学路なんですよね、第一小学校

までの通学路、非常に狭くて通学時間、大体下校時。通学のときはいいんですよね。帰

りのときはですね、子どもの帰りがみんなばらばらで、非常に危ない。たまにはですね、

ぎりぎりのカーブのところもありますので、そういったのをですね、非常に危惧してお

ります。この道路の先がですね、まだまだ延⾧する必要が必ずあります、通学路ですか

ら。早急にですね、対応をしてできるだけですね、早めに、何年もかかるんじゃなくて、

予算の都合もあろうかと思いますけど、その辺はですね十分に県、国なりからですね、

十分予算もとってもらって、やっていただきたいと思います。それともう１件、お願い

したいのがですね、楮原萩の谷線。そちらのほうもですね非常に住民の方々が１回要望

されて取下げられたということを、また要望されたということをお聞きしております。 

この件に関して、そこだけに限らず、要望を１回してですね、またしなくてはならない

のかというのがあるわけなんですけど、そういった事例は今まであったんでしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君）はい。最近は非常に多くございます。一応地元で道路委員さんた

ちでいろいろ世話をいただきまして、同意が取れたよ、ということで御申請が上がりま

したけども、いざ私どもが現地に出向いてその測量前の説明会をいたします。本当に大
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丈夫でしょうか、っていうことですね、集まったときにいろんなお話が出まして、その

ときの印鑑を押すのと何か話が違うぞということでお話が、私がここ１０年ぐらいの

見ている間でも、４件ぐらいは同じような事例が出ております。先ほどお話がありまし

たが、私が異動する前の１０何年前に行ったときに、実際にそういうのを対応しており

まして、そのときも、あの区間はちょっと⾧い区間でございましたんで、二つの区に分

かれておりました。恐らくその関係もありますし、やっぱり農地に係る方が、２０数名

ほどちょっといらっしゃいましたので、その辺りも当時としてはいろいろあったのか

なと考えております。なかなかですね、最近上がる道路で、ＯＫになるっていうのは、

なかなかまれなこと、という言い方はおかしいですけども、なかなか合致するというの

がですね。先ほど言いましたように、１０本上がってまして５本が難しい。残り５本は

行けそうだよ、っていうところは何とかなるんではなかろうかということで、今私ども

が踏んでるとこでございますが、そこについても、おっしゃるように早急にいかないと

またいろいろ問題が起きるのかなとは考えておりますが、私が知るだけで４件ほどご

ざいます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） あのですね、要望して、そのあと、町の役場のほうから何の話

もない。どがんなっとっとだろうかという話を聞くんですよね。その辺はもう少し住民

の方とのお話をですね説明なりですね、ぴしゃっとしていかないと、また要望せなんと

かねとかですね。何の話もない、もう、だいぶ前に要望したのに何のそれから町からの

返答もない。そういったのを聞きます。そういったのをどうされてるんでしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） おっしゃるようにですね、以前はそういうお話が結構上がって

おりましたんで、ここ最近は令和に入りまして、考え方を変えまして、年が明ける度に

区⾧様と相談をしております。今年はどうでしょうかとか、どこまで出来ます、出来ま

したでしょうかというお話をしております。それから区⾧さんが変わられると引継ぎ

ということがうまく出来てない区もございますんで、そのときは、前々の区⾧さんとか

に御相談をしてですね、お話は投げかけるようにしておりますが、中には御指摘のあっ

たように、連絡がないっていうところもあることもございますが、基本的には、年度が

変わって変わられた区⾧さんのほうには、ここ最近はお話をしております。それ以前に

つきましては確かにおっしゃったとおり、ちょっと間が空いてですね。忘れた頃にとい

うようなお話をいただくことがありましたので、近年はそういうことに心がけており

ます。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） やっぱりですねこの対応ですね令和に入ってから、考え方を変

えたという話ですけど、やっぱりですね、住民の方はもう１回要望したらもうずっとも

うそれまででいいんじゃないかと言っておられるんですよね、考え方がですね、そして
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また出さないって言ったらその前にですね、建設課なり、担当がですね、説明に行くと

か、毎回こうして出してくださいって、こっちに役場に来てから、どうなっとるのかっ

て聞いてからまた出してくださいと言われると、非常にまたそれから遅れる、そういっ

たのがありますから、やっぱり住民第一と考えてですね、対応していってもらいたいと

思います。それと先ほど言いました楮原萩の谷線、そちらのほうがですね、圃場整備、

そちらとの関係もあろうかと思いますけど、そちらのほうですね、しっかりと圃場整備

ができるのか出来ないのかですね、地区の方と担当課がですね、話合いを早急に持って

ですね、やっていきたいと思いますが、担当課としてはどのように考えておられますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 経済課⾧。 

〇経済課⾧（田口明君） はい、圃場整備の件ですけども、平成２６年ぐらいからですね、

新規の圃場整備地区ということで、楮原地区、前原笛鹿地区、萩の谷地区ということで

要望が上がっております。毎年ヒアリングを行いましてですね、同意の取付けをですね、

行いながら、区域の決定を行っていたんですけども、実際ですね、地元のほうからです

ね、取下げをしたいということで、３地区とも、今言われてる状況ではありますけども、

町としてはですね、できる部分をしっかりと支えていくということで、再度区域のです

ね、見直しをお願いしているところです。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） 整備等を絡めてですね道路づくりもしていったら一番いいのか

なと思うんですけど、そこら辺をですね、圃場整備を出来るのか出来ないかをですね、

早くしないと、道路のほうもですね計画がなかなか出来ない、そういった状況が生まれ

ます。道路と道路拡幅とあわせてですね圃場整備も、逆ですね、圃場整備の中に道路を

取り入れてやっていこうという計画をですね、町からのこう思っておりますが、という

のをですね住民の方に説明して、どうでしょうかということでもっていかないとなか

なか先に進まないかと思います。もし、圃場整備が出来ないのであれば、道路のほうで

すね、先につくるような、どっちも出来ないっちゅうことはありませんのでどちらかを

ですね。前もって町のほうから出向かないと、なかなか住民の方には伝わらないと思い

ます。町の考え方もですね、どう考えているのか、そういった面もですねしっかりと地

区に入っていって、説明しないと圃場整備をするのか道路をするのか。また道路と圃場

整備を一緒にするのかそういった説明もですね、していかないと出来ませんので、そこ

ら辺は建設課、経済課、一緒になってですね、進めていってもらいたいと思います。 

町⾧はどうでしょうか考えは。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） はい。議員のおっしゃるとおりだと思います。道路だけではなく、

あそこには河川も流れておりますので、これからの安全安心な生活のためにはやっぱ

り災害であるとか、そういったものも含めたときには、農地だけではなく、河川と道路

を一体となった整備をすることがその地域の将来につながることであると思いますの
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で、そういったことを含めた整備ができるように、建設課、経済課も一緒になってそう

いった地域の方とお話をさせていただきたいと思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君）そういって言われるとですね、非常に住民の方もですね、助から

れると思います。ぜひですね、町が一体となって取り組んでいく事業と思います。圃場 

整備、道路新設ですねの道路改良ですね、そういったのをやっていかないといつまでも

ですね、どっちが先かですね、していっても駄目ですので、地区の中に町から入ってい

って、そういったどうしましょうかというのもですね、聞く必要があるかと思います。 

要望が上がってくるのを待つじゃなくてですね、そういった道路事情もありますので、

非常に狭いということもですね、地区住民の方からもお聞きしております。そういった

のはですね早急にやっていかないと、それとまた道路のですね、そこだけじゃなく、ま

だまだたくさんあるんですよね。先ほど１番最初に言ったように、昔ながらの道幅で舗

装されたところがたくさんあります。そうするとまた昭和の 4、50 年代に出来た舗装

のところもありますから、劣化が激しいんですよね、穴がほげたりですね、そういった

のは建設課のほう職員の方がですね、見られて、補修はされてると思いますけどまだま

だたくさん穴がほげたところがあります。そういったのをですね誰か担当がですね、建

設課の担当が見てこちらからあそこがほげとりますよ、という連絡じゃなくて、巡回し

てみて、これは危ないと思ったら補修をちょっとした補修だったらすぐ、職員の方でも

できるかと思います。そういったのをですね、率先していってもらいたいと思いますの

でよろしくお願いします。その辺はですね。もう１つですね言いたいのが、第一小学校

の前とか、また上町のほうから元消防署のほうから下ってきますよね。あそこのほうも

できればですね、改良が必要じゃないかと思います。ちょっとあそこの狭いんですよね。 

そこの道路から下の小学校に降りてくる道路、言ってるところわかりますかね。そこも

ですね、やっぱり離合も出来ない感じであります。そうすると、通学路でもあります。 

やっぱそういったところ通学路はですね、一小に限らず第二小学校のあそこの何です

かね、谷口衣料さんの前から下り坂ですね、あの辺も、早急に通学路であるからですね、

そこら辺ももう少しどうにか、要望も議員の西田議員のほうからも要望があったりで

すね、話が一般質問の中であったりしてますのでそういったところもですね、やっぱり

通学路は、歩道なりですね、しっかりとしていかないと、事故があってからじゃ遅いん

ですよね。事故がある前に解決していかないと出来ない問題でありますけど、その辺は

町⾧どう思われますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） はい。通学路につきましては、子どもたちの安全な登下校に一番必

要な部分でありますので、現在も拡幅に限らず、歩道の部分をカラーで舗装したりとい

うことで、そういったものを取り入れて、かなり広げてきておりますということであり

ますので、一小、二小の谷口教育⾧のですね、自宅の前のところもですけども、そうい



48 

 

ったところに限らず、必要がある部分に関しては、用地の取得にもいろんな問題ありま

すけれども、そういったところは、道路安全パトロール、こちらのほうもですね、いろ

んな組織もありますのでそういった点検の中でも確認しながら、必要部分をですね、そ

ういったところを定めながらですね。計画ができるように、協議を進めていきたいとい

うふうに思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） あとですね大久保、豊永から大久保に行く道ですね、あそこが

大型車、産廃の大型車とか通りますよね。どうしても道が荒れる。前は大型車なんか通

ってなかったけど、処分場が最終処分場ですかね。そういったところに大型車が入って

きてるのが、南関町は多いですよね。豊永にしろですね、松尾にしろ、非常に危ない。 

また狭い道をですねあんな大きなのが、通って地元優先てはなってますけど、逆にです

ね、本当に優先なのかそこを疑うようなですね、大型車の通り方ですね。すると道は荒

れ放題、町はその辺はどう思われますか。町道が荒れてるんですよね。その辺を町はど

う思っておりますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 建設課⾧。 

〇建設課⾧（嶋永健一君） ご指摘の箇所ですね、いくつかは、産廃業者だとか泥を持って

きてる業者に環境衛生のほうで、計画等のなんか結ばれておりまして、傷んだところは

普及するよっていうことで結ばれてる区間もございます。場所によって全てがそうな

ってるかというのはちょっと存じませんが、そういうとこに関しましては私どもから

道路パトロールをしておりますんで、そちらの業者に指示をしたり、出来ないときは私

どもで維持のほうでできる範囲であれば、何らかの手当てをしていってるとこでござ

いますが、確かにおっしゃるとおりに、なかなかうまくいってないところがございます。 

それにつきましてはまた、そういうところを考えさせていただきたいと思っておりま

す。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） ぜひですね建設課のほうからも、ずっとパトロールしてですね、

見て、危ないなと思ったら即対応していってもらいたいと思います。よろしくお願いし

ます。それと先ほど申されたように、家屋等がある場合ですね、拡幅に至らない、出来

ない事情があるかと思います。予算等もですね、単独では出来ないかと思いますけど、

そういったところはあるんですよね。建物があって、家屋があって、どうしても広げら

れない、今の現状じゃですね。そういったところは、どうしようと思いますか。町⾧は

どう思われますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） 町道で家屋があって、拡幅が出来てない部分、町としても予算の関

係上出来ない部分がかなりありますけれども、その道路に家屋に補償費を出して、その

費用対効果といいますか、安全は確保できると思いますけれども、町の財政上もそうい
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ったものを全て対応すれば非常に厳しいことになります。ということで、何のための道

路かということで、それは町民の皆さんの安全安心のための道路でありますけれども、

そういった普通の集落の内の道路であれば、なかなかその非常に家屋を解体してまで

は難しいということでありますけれども、町の政策的道路、どうしてもそういった道路

をつくらなければいけない道路ということがありますので、今回の役場庁舎に関係し

た道路等はそうでございました。やはり政策道路であればそういったことでどうして

もそういった必要性ありますけれども、そうでない道路につきましては、やはり、全て

の家屋を壊してまでつくる道路じゃなくて、離合箇所あたりをつくって、そして皆さん

の生活を守るということにすることも方法であると考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） だんだんと狭くなって車が普通車がやっとという感じのところ

もあります。軽だったら大丈夫かなと、そういったところもたくさんあるかと思います。 

どうしても、火災とかがあればですね、消防車両は奥の奥まで入っていきますので、そ

ういったところですね十分対応していってもらうようにですね、お願いしたいと思い

ます。それとあとですね、ここの庁舎の前の道路、敷地内は広くなったんですけど、そ

の先ですね。こちらの抜ける道、うから館のほうに抜ける道。入り口のほうはですねど

うしても何か、逆にここの中だけが道がよくなってですね。この中に入る出入口ですよ

ね。そちらのほうがどうしても狭いような感じがしますけど。その辺を広げるという計

画とかはありませんか。うから館ならうから館の先ですね、こちらはこちらの出口です

ね。 

〇議⾧（立山秀喜君）ここで一般質問の途中ですが、１０分間の休憩をとります。 

―――――――〇――――――― 

休憩 午後 3 時 15 分 

再開 午後３時 25 分 

―――――――〇――――――― 

〇議⾧（立山秀喜君） 一般質問の途中でありましたので、これを続行します。町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） 杉村議員の御質問の中で、役場庁舎等の道路整備、田町堀池園線は

完了したが、その県道の取付け道路のことだと思いますけれども、これまで何回かそうい

った、問合せありましたけれども、まず、この南関町の中心となるコンパクトシティとい

うことで役場庁舎の周辺整備は、今のところを完成したと思っております。ただ、それか

ら県道につなぐ道路については、完全にでき上がったと思っておりませんけれども、まだ

これからうから館、旧役場庁舎公民館等のいろんな整備のことも考えなければいけませ

んし、町全体のコンパクトシティということで、町全体に波及するようないろんなことを

考えていく中で、そこの今回関町の中心だけをそういった道路を拡幅、そういった形で町

の予算をつけていいのかということを考えるときに、やはり、まずは町全体のことを考え

る必要もありますので、今回は今現在ある道路を利用していただいておいて、将来的には、
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そういったことも含めて検討していくっていうそういった考え方で進めていきたいとい

うに考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） 7 番議員。 

〇７番議員（杉村博明君） ぜひですね、そちらのほうも、できるだけですね、せっかく、

新庁舎も出来たんですから、また道路もよくなったんですから、出入口がですね、狭くて

はどうしようもないですので、同じ幅でですね、出入口もしていってもらいたいと思いま

す。まとめに入らせていただきます。私が言いたいのはですね、やっぱりどうしても庁舎

だけがよくなっては、何もなりません。やっぱりですね、住民の方々のライフライン、や

っぱ道路とかもしっかりと、よくならないと、住民の方々のですね利用される道路とかも

ですね、よくしていかなくてはですね、駄目ですので、ぜひですね、その辺は町のほうも

しっかりとした考えを持ってですね、昔からの道路幅が、先ほどから何回も申しますよう

に、幅が狭い、そういった道路はそのまま利用されてる状況がありますので、その辺をで

すね是非とも頭の中に置かれてですね、道路、どうかですね、新設するなり、また改良を

拡幅するなりですね、そういったのをして、交通の便もよくなり、また児童生徒の安全性

をですね願って、どうかですね、道のほうもよくしていってもらいたいと私は思っており

ますので、その辺をですね、どうか頑張ってもらって、県国なりからの補助金もですね十

分もらって、そういったのをですね活用して、早急にですね、やっていってもらいたいと

思います。それと今進捗状況先ほどお聞きしますけどしましたけど、ほんのもう少しあと

ちょっと残った部分があってまだ開通してない。そういったのをですねどうにか急いで

ですね、していってもらいたいと思います。これ⾧期にわたるのが非常に多いですね、ち

ょこちょことしてまたちょこちょこっとしてというのがですね、⾧いスパンをもって道

路をですね、もう何年もかからずにですね、そこら辺はもうちょっと、もう少し急いでも

らいたいと思いますけど、どうにかできるだけですね、急いでそういったのをなくして、

また新たな要望が出てくるかと思います。そういったのもですね確実に対応していって

もらって、十分非常に住民の方がですね１回要望したらいいと思われるからですね。その

辺は⾧い期間を置かないでですね、その間に１回また出向いて、今こうなってますよとい

う状況をですね、説明して、やってもらいたい。じゃないとですね、先ほど言われたよう

に区⾧さんも２年置きか交代される場合があります。１回要望されて町は４、５年もかか

っても何にもない、話もない、そういった状況がありますので、それは建設課⾧が先ほど

令和になってから、変わったと言われましたので、ぜひですね、いい方向に持っていって

もらいたいと思いますのでよろしくお願いします。私のほうからですね、ちょうど新設改

良拡幅工事については、私からもですね強く、お願いしたいと思いますので、ぜひ時間を

かけずにですね、やっていってもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。以上

です。 

〇議⾧（立山秀喜君） 以上で、７番議員の一般質問は終了しました。続いて、２番議員の

質問を許します。 



51 

 

〇２番議員（伊藤博⾧君） こんにちは。２番議員の伊藤です。新人で、慣れておりません

ので、緊張してますけど、よろしくお願いします。本日は、大きく３点について質問した

いと思っております。１点目が山林の大規模開発規制の条例化について。２点目が、農業

の現状課題について。３点目が、ふるさと応援寄附金の使途についてと、いうことで質問

いたします。まず１点目の山林の大規模開発規制の条例化についてと、いうことですけれ

ども、私議員になりまして、久重山の中腹に登って、南関町の山々を見渡してみました。

山林の地肌が大規模にむき出して、とても違和感のある箇所が２箇所ありまして、確認し

たところ、一つは、小原地区のメガソーラー開発現場。もう一つは、上坂下字宮倉。大久

保地区ですかね。工事の看板には、「盛土造成による資材置場」というふうに書いてあり

ました。微妙なバランスの上で成り立っている、自然に手を加えると、近年の気候変動に

よる想定外の豪雨により、大規模災害のリスクが高まり、発生すると住民の皆さんに多大

な御迷惑をかけるとともに、川や海まで、生態系も壊れ、一旦壊すと現状に戻すまでには

何十年もの労力がかかります。どちらも県の林地開発許可をとり、開発されているという

ふうに思います。町⾧の意見聴取はありますが、許可条件が満たされていれば、許可され

るんではなかろうかなと思います。山林の大規模開発、町に多少の税金は落ちるかもしれ

ませんが、雇用が生まれるわけでもなく、山林の大規模開発にはメリットはないというふ

うに思っております。山林の大規模開発、町の防衛策が必要と考えますが、町⾧のお考え

をお聞かせください。１点目です。 

２点目が、農業の現状課題について。農産物の価格低迷。農業者の高齢化、担い手不足、

耕作放棄地の増加、イノシシ被害の増加、農業を取り巻く環境がとても厳しい状況です。

残念なことに国の政策は経営の大規模化、スマート農業の導入案など、中山間地域の実情

に合ってなく、目が向いておりません。現状では、離農者が続出し、地域の活力が失われ

ることを危惧しております。農業問題、難しい問題ばかりですが、今こそ町が本気を出し

て、きめ細かな支援を行う必要があります。現在の南関町の農業政策は、国の政策を中心

に、基盤整備事業、米の転作補助、新規就農支援高度化事業等、いろいろやられておりま

すが、できる範囲でやってる感があります。再度１０年後の南関町の農業のあるべき姿を

描き、それに向けてどのような対策をやればいいのか。農業各種団体、農業法人、ＪＡ、

町などで検討する、農業政策検討会議の新設が必要です。情報共有し、農業政策の指針と

していただく取組。この件について、町⾧のお考えをお聞かせください。すいません口が

からからで。なかなかまめらないんですけど、すいません。 

  ふるさとなんかん応援寄附金の使途について。ふるさと納税返礼品に目が行きがちで

すが、最近では、自治体の寄附金の人によって寄附する人が多いです。北海道の紋別市で

は、使途にアザラシの保護活動を加えたところ、劇的に寄附金が増えたと聞いております。

南関町の寄附金の使途について、インパクトも感じないし、実績報告もされておりません。

寄附者に対してとても失礼だと思います。逆に、実績報告をして、誠実にやることで、役

立ってる感を出して、誠実に取り組んでる自治体と、寄附者にアピールすることが出来ま
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す。実績報告をしない理由を教えていただきたい。もう一つが、町の寄附金の使途につい

て現在、農業振興に使うようにはなっておりません。今こそ町が本気を出して、農業への

きめ細かな支援を行う必要がありますけれども、農業は南関町の基幹産業ですので、財源

を増やすためにもですね、農業振興で使えるようにしていただきたいというふうに思っ

ております。見直しを行う考えがあるか、お聞きします。この後の質問は自席で行います

ので、よろしくお願いします。 

〇議⾧（立山秀喜君） ２番議員の質問に対する答弁を求めます。町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） ２番、伊藤博⾧議員の山林の大規模開発規制の条例化についての太

陽光発電施設に限らず、山林の大規模開発に対する規制すべき条例について尋ねるとの

質問にお答えいたします。山林の開発には様々な開発行為が考えられると思いますが、住

宅造成、別荘地、ゴルフ場、レジャー施設、工場、採石場の捨場、道路、太陽光発電施設

と。また最近では、キャンプ場施設といった小規模な開発から大規模な開発まで、身近な

場所でもこうした行為が見受けられている現状です。特に太陽光発電事業においては、世

界的に地球温暖化問題が顕在化している中、再生可能エネルギーの一つとして、⾧期安定

的な主力電源で、持続可能なものとして、国が積極的に推進していくことと位置づけられ

た事業であり、中山間地域においても、大規模に設置する事例が増加している現状です。

近年、短時間豪雨の発生頻度が増加傾向にあるなど、山地災害のリスクが一層高まること

が懸念されております。国は、森林の有する水源涵養、災害の防止、環境の保全といった

森林の有する公的機能を阻害しないよう、開発行為の適正化を図るため、一定の規模、１

ヘクタールを超える開発行為については、林地開発許可制度に基づき、都道府県知事の許

可が必要としております。許可に当たっては、災害の防止、水害の防止、水の確保、環境

保全の四つの要件を満たす必要があり、町は、県からの意見聴取に基づき、関係各課の意

見を取りまとめ、回答しております。また、一定規模以下につきましては、町に対して伐

採届出が必要となります。こうした中、森林の開発事業の実施に伴い、土砂の流出や濁り

水の発生、景観への影響、動植物の生息、生育環境の悪化、住民への説明不足などの問題

が全国的に生じていると報告されております。本町におきましても、昨年８月の豪雨災害

時、大規模な太陽光発電施設建設中に大量の土砂が流出し、報道等でも問題視されたとこ

ろです。こうした開発事業に対し、県は、林地開発許可において、開発行為者が守るべき

基準の厳格化、手続の明確化を図るため、熊本県林地開発許可制度実施要綱の全面改正及

び熊本県林地開発許可制度事務要領の制定を、令和４年、３月１日に施行されております。

今後は本町においても、自然環境との調和がとれたまちづくりを進めていくため、他自治

体の情報などを注視しながら、国のガイドライン及び県の条例等に基づいた対応を行っ

ていきたいと考えております。 

太陽光発電設備の設置等に関する条例の制定につきましては、昨年、県内唯一、条例が

制定されている菊池市から御教示をいただき、現在策定の方向で作業を進めているとこ

ろであります。 



53 

 

次に、農業の現状課題についての農作物の価格低下、低迷、高齢化、担い手不足、耕作

放棄地問題などの農業を取り巻く問題に対応するために、農業関係団体やＪＡ、町などで

情報共有し、きめ細やかな支援を行う必要があると思うが、情報共有化の取組について尋

ねるとの質問にお答えいたします。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う外食需

要減少等により、農産物の価格低下が、在庫の価格低下や在庫の増加などが発生、また、

生産資材や燃料の高騰、販売価格の低迷は、報道等でも御承知のとおり厳しい状況が続い

ております。特に米に関しては、コロナ化の影響や、主食用米の⾧期的な消費減少、全国

的な米価の下落の影響等を受け、農業経営者にとっては非常に厳しい状況下に置かれて

いるものと考えています。また、就農者の高齢化や農業後継者の不足、日照条件及び地域

の成形等、耕作条件が悪い農地を受ける担い手がいないことなど、様々な要因により、圃

場整備が未整備な地区を中心に、耕作放棄地の拡大、有害鳥獣被害の深刻化など、中山間

地域における農業の課題は、全国的に厳しさが増しております。 

こうした中山間地域の農業問題に対し、本町では、南関町産業経済費補助金交付条例に

基づき、各種協議会、部会団体等への支援を行いながら、総会及び会議の場等で、情報を

共有し、産業の振興、経済の発展に努めております。また近年においては、農地中間管理

事業の推進に関する法律に基づき、持続可能な力強い農業を実現するため、人農地プラン

の実質化に向け、地域の話合いにより、５年後、１０年後の地域の人農地について、アン

ケート調査及び座談会等を実施しております。座談会においては、コロナ禍の影響で、少

人数での開催となりましたが、地域の代表者、農業関係者、農業委員会、ＪＡ、町などの

地域農業にかかわりのある多くの組織が一体となって、将来の方向性を推進する体制を

つくり、将来方針の作成を行っているところであります。今後も、このような話合いの場

を継続し、農業関係者、各種農業団体及びＪＡ、町、各関係機関等との情報共有を図り、

各地区における今後の地域農業の発展や安全安心な農村地域の形成に向け、地域の実情

に応じたきめ細やかな対策を持続的に推進してきて参りたいと考えているところであり

ます。 

最後に、ふるさとなんかん応援寄附金の使途についての、最近では、自治体の寄附金の使

途によって寄附する人も多い。１、寄附者に対し使途の実績報告をしない理由について尋

ねる。２、南関町のふるさと応援寄附金の１について見直す考えはあるかとの質問にお答

えいたします。現在、ふるさと南関応援寄附金につきましては、本年度は２月末現在で、

２億飛び７９３万３,０００円と、昨年度の１億４,１９６万８,０００円を大幅に超える金

額で、これまでの最高額となっております。ふるさと南関応援寄附金の受け付けにつきま

しては、ふるさとチョイスさとふる、ふるさとプラス、楽天ふるさと納税、ＪＡＬふるさ

と納税の５つのポータルサイトで寄附の受け付けを行っております。その際、寄附金の使

い道について、寄附者が選択できるように設定しており、選択項目につきましては、町⾧

にお任せ、移住定住支援、子育て支援、産業振興支援、高齢者支援、旧石井邸の保存改修

事業の６項目から選択することが出来ます。令和２年度の実績を御紹介いたしますと、給
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付額が約１億４,２００万円。返礼品や送付業務委託等のいわゆる諸経費が９,２００万円。

残額が約５,０００万円となっております。この残額５,０００万円が、実際に町が事業に

使える金額となりますが、寄附者が希望された使途、項目ごとに振り分けますと、町⾧に

お任せが約２,８００万円。子育て支援が１,３００万円。産業振興支援が４２０万円。高

齢者支援が２６０万円。移住定住支援と旧石井邸の保存改修事業がそれぞれ１１０万円

となっております。議員御質問の寄附者に対し使途の実績報告をしない理由について尋

ねるにつきましては、寄附者が希望された事業に充てさせていただいておりますので、お

礼状のみで特に実績報告はしておりませんが、今後は、項目ごとの使途の内訳をホームペ

ージで公表するようにしていきたいと考えております。次の南関町のふるさと応援寄附

金の使途について見直す考えはあるか。につきましては、おかげさまで、旧石井邸の保存

改修事業に対する寄附につきましては、おおむね目標の金額に達しましたので、今後は、

町⾧にお任せの中で、コンパクトシティ構想の実現化に向けた経費などに使わせていた

だきたいと考えておりますけれども、伊藤議員の御要望にもありました農業振興にもぜ

ひ使っていただきたいということでありますので、そういったこれからのまちづくりに

必要な部分については、十分検討をしながら、使途について考えていきたいというふうに

考えます。以上お答えいたしまして、この後の質問につきましては自席よりお答えさせて

いただきます。また詳細については担当課⾧よりお答えします。 

〇議⾧（立山秀喜君） ２番議員。 

〇２番議員（伊藤博⾧君） 今町⾧から回答ありましたけれども、昨年、小原地区でメガソ

ーラーの開発現場から大量の土砂流出と、いうことで、以前、境田議員からも一般質問の

中で、上がってましたけれども、太陽光発電施設に関する条例化と、いうことで、今検討

されてるとおっしゃいましたけど、菊池市の場合は、今年の３月１日に施行されてます。

南関町も、施行、検討されてるんであれば、急いで、やっていただきたいというふうに思

ってますんで、いつまでにやりますかということでお尋ねしたいと思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） 先ほどの答弁で申し上げましたが、境田議員からの質問があった、

そのときにもお答えしましたのは、今日の答弁の中でも配るときに林地開発許可制度実

施要領、そして熊本県林地開発許可制度事務要領というのが、令和４年３月１日に施行さ

れております。ということで、国県の動きがどうなるかっていうのがはっきり確認しなが

ら、そういったものをもとにして町の条例を制定したいというふうに考えておりますの

で、菊池市は、施行されておりますけれども、随分早くから動きをされておりましたが、

現在になったということでありますので、私たち、この南関町の条例が菊池市と同じよう

な条例であってはならないと思ってますので、やはりこの町に合った条例にするために

も、もうしばらく検討しながら、一番南関町にふさわしい条例をなるべく早く制定したい

というふうに考えます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ２番議員。 
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〇２番議員（伊藤博⾧君） 菊池市の条例の中では、例えばですね民間企業っていうのは、

利益が出ないと、事業から撤退したり、倒産というリスクもあります。菊池市の条例の中

では廃棄費用の積立てとかですね、そういう細かなことまで規定してあります。南関町は

南関町の事情で、それに沿った条例にすべきだと私も思いますけれども、ぜひ一日も早く

いつまでにやりますかということでなるべく早くっていうの回答になってないんじゃな

いかなと思うんですが、その辺よろしくお願いします。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） いつまでという期日をはっきり申し上げることは出来ませんので、

なるべく早く制定していきたいというふうに考えます。 

〇２番議員（伊藤博⾧君） 目標だけでもいいんですけど。 

それとですね関連して、林地開発許可を施行されている箇所がですね、現在、何箇所あっ

て、今後何箇所あるのか、そのうち太陽光発電施設に関するものは何箇所か。また、開発

業者は、どこどこが多いのかということについて質問します。 

〇議⾧（立山秀喜君） 経済課⾧。 

〇経済課⾧（田口明君） 南関町においてですね、林地開発許可の申請を行われてる箇所が

ですね、７箇所あります。それの内訳といたしましては、山砂の採取が５箇所、盛土造成

による資材置場が１箇所、太陽光発電施設の設置が１箇所になります。 

太陽光発電の設置に係る事業者の住所はですね、全員、福岡県ということになっておりま

す。以上です。 

〇議⾧（立山秀喜君） ２番議員。 

〇２番議員（伊藤博⾧君） 何かですね今、全業者が福岡県ということでしたけれども、南

関町は福岡県に隣接していて、地下も安いというようなこともあると思うんで南関町の

山林が福岡の業者に狙われてるんじゃないかというふうに思うわけです。南関町の良質

な水に恵まれて、緑豊かな自然がある、この環境を守っていかないといけないと思うんで

すが、そういう意味でも、今県の林地開発許可、確かに今年の１月１日に、ちょっと強化

されて施行されておりますが、まだ、その抜け道というかですね、そういうことも対策す

る必要があるんではなかろうかなというふうに思っておりますが、町⾧の御意見はいか

がでしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） はい。林地開発においても、太陽光の設備についても同じですけれ

ども、やはり、国県のそういった条例、法律等があるとするならば、そういったものは十

分に活用しながら、やはりそれ以上に町が守るべきものがあるとするならば、厳しいそう

いった条件を付けてでも、条例等も制定すべきであると考えています。 

〇議⾧（立山秀喜君） ２番議員。 

〇２番議員（伊藤博⾧君） 林地開発許可制度っていうのは、災害を発生させないためにの

許可制度というふうに理解しております。南関町で立派な防災広場とか出来てますけど、
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災害が起きてからばたばたするんではなくて、災害が起きにくいまちづくり。これを優先

すべきと私は思っております。緑豊かな環境と共生するまちづくりのためにもですね、引

き続き、南関町の山林を守る条例について検討してほしいというふうに思っております。 

続きまして、２番目の農業の現状課題についてということで、今いろいろ、経済課のほう

で対策されてますけれども、その対策がどういったことに有効なのか、ていうのがですね、

一つ一つ検証していくというかですね、何のためにやってるのか。その辺もですね、いろ

んな協議の場があって情報共有されている、というお話はありましたけれども、私が思う

のは、再度ですね、農業政策検討会議みたいなのをつくって、例えば、今兼業農家が、果

たす役割って結構多いんですけど、兼業農家に対してどんな支援が今出来てるんだろう

かと。人農地プランって言われますけど、担い手がいない状態で、人農地プランを検討し

たところで、意味があるのか。いろいろですね。何か実情に合ってないような気がするん

ですよ。私が提案してるのは、農業各団体ありますし、農業法人もありますし、ＪＡ、町、

例えば今、お米やさんも入れてもいいし、町独自の農業政策検討会議っていうのを立ち上

げて、きめ細かにですね、一つ一つ検証していきたいなという思いがあります。それを、

今後の農業の施策のほうに反映させていただくとかですね、そういうことをやらないと

ずっとずっと同じように来てるから、どんどんどんどん、南関町の農業は衰退していって

ますよ。この機会にきちんとやりませんかというふうに私は言ってるわけです。町⾧どう

ですか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君）はい。いろんな考えがあって当然だと思いますけれども、これから 

南関町の農業を考えたときに、兼業農家も非常に重要な立場におられております。しか 

しながら、今の町の課題というのは、将来にどういった農業をしていくかっていうこと 

が必要かなと思っております。そのためには、仕事がしやすいような、耕作地になる圃 

場整備をやっぱ重点的に進めて、そしてやっぱりそこで担い手、そして就農できる人た 

ちを呼び込む、そういったこともやっぱり一つ一つしていかないと、今の現在の人たち 

だけがそれを農業をつなぐということは出来ませんので、そういったためには、人農地 

プランと将来を考えた農業をやっぱりしっかり取り組んでいく必要もありますので、 

伊藤議員が言われているものと、それも大事だと思いますので、やはりですね、総合的 

にいろんなことを考えながら、やはり国、県の施策はですね、利用できるものは大いに 

利用しながら、そして町の特色を生かしたそういった農業経営ができるようにですね、 

これからも取り組んでいく必要があると思ってます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ２番議員。 

〇２番議員（伊藤博⾧君） 町⾧からお話ありましたけれども、やっぱり１０年後の南関町

の農業をどういった姿にあるべきかというのをまずですねきちんとみんなで情報共有し

た後にですね、果たして今の政策がそれに合致してるのかという、一つ一つ検証するよう

なですね、そういった取組をやらない限りは、何かですね、取りあえずやってる感みたい
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な感じがしてなりません。なので農業政策検討会議。こういったものをぜひ推進していた

だきたいなというふうに思っております。 

続きまして、ふるさと応援寄附金の使途について、ということで、実際どのように使わ

れたのかっていうのをですね、寄附者方に公開するのは当たり前のことだと思ってます。

今年はいくらこれに使いましたとか。使ったものに対してこういったことで、大変役立っ

てますというような役立った感を出して情報公開してほしいなというふうに思います。

それと、使途の見直しの件なんですけれども、ぜひ農業振興に使ってほしいということを

含めて、ぜひとも検討していただきたいというふうに思っております。 

久しぶりにですね、南関町のふるさと応援寄附金のホームページ見たんですけれども、

もうとにかく情報が古いです、町⾧の御挨拶がですね、平成３０年の１０月、まだ加工品

開発センターが出来てない頃のものになってます。実績報告、毎年ですね、今年はいくら

使いました。そういったことで、ホームページ見直されると思いますので、年に１回ぐら

いはですね、きちんと不要な情報は消して本当に有効な情報を寄附者の方にアピールす

るような形で載せていただけたらなというふうに思っております。ということで、実績報

告はされるということで認識していいですかね。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 今議員からの御質問の実績報告につきましてはやはりすべきだ

と私も思っておりますので、ホームページのほうに載せたいと思います。それから、ホー

ムページにつきましても、かなりもう、内容自体もですね、ぱっとこう見てぱっとこう、

直感で行けるようなホームページじゃありませんので、できればですね、今年度中、令和

４年度中にですね、見直しをかけていきたいというふうに考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ２番議員。 

〇２番議員（伊藤博⾧君） 石井邸でしたっけ、ふるさと応援寄附金で基金を４,０００万 

ぐらいでしたっけ今年計上されてるのが、この事業についても、もう４,０００万ぐらい

基金としてあります。令和６年度公開したいというようなお話もありましたんで、そうい

った情報もぜひ載せていただきたいというふうに思います。ふるさと納税ですけれども、

返礼品開発も重要なんですけれども、その使途をもうちょっとインパクトがある使途に

して、魅力ある使途にするとですね、もっと寄附金増えると思うんですよ。そういったこ

とで両輪で取り組んでいっていただきたいなということで、私の質問は終わります。以上

です。 

〇議⾧（立山秀喜君） 続いて、８番議員の質問を許します。 

〇８番議員（井下忠俊君） こんにちは。本日最後の質問になりましたけれども、８番議員

の井下です。先に行われた選挙にはここにおられる議員さんはもちろんこの選挙に携わ

っていただいた方々には本当にお疲れさまでした。選挙も終わったばかりですが、早速質

問させていただきたいと思います。 

まず一つ目に、昨年新庁舎も完成し、今年落成式も無事に執り行われ、本当にすばらし
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い南関町の新しい顔として多くの人が見学も含め、出入りされていますが、そのような中、

少しばかり耳にすることを尋ねます。これまでも庁舎内における案内係の設置について

の話がありました。しかし、どうなっているのかその後の経過が全く見えません。庁舎内

がまた広くわかりにくいという声もよく耳にしますが、何か検討されているのかそこも

含めて尋ねます。 

そして二つ目は、先ほどの２月２０日とり行われた南関町の選挙において、町⾧選は無

投票でしたけれども、議会議員の選挙については残念ながら、投票率の低下が見られまし

た。そこで、過去の選挙と比べ、どのような推移にあるのか尋ねます。また、投票場は遠

くなったとの声も聞こえてきましたが、投票場の数はこれまでと同じなのか。また更には

掲示板についての不満の声も上がってきております。何か、町のほうでも聞こえてきてい

ることがあればお答えください。あとは自席にて続けさせていただきます。明解な答弁を

よろしくお願いします。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員の質問に対する答弁を求めます。 

〇町⾧（佐藤安彦君） ８番、井下忠俊議員の新庁舎についての１、これまでにも案内係に

ついての話があったが、設置されていないのか尋ねる。及び２、庁舎の中がわかりにくい

という声が聞こえるが、何か検討されているか尋ねるとの質問にお答えいたします。 

新庁舎を開庁するに当たり、町民の皆様方は初めて来庁される方が多くおられますで、 

どこにどの課があるのか、案内図を見られてもわかりにくいことを考え、住民係の職員 

に、来庁者に案内用のチラシを配布して御案内するように指示をしておりましたが、住 

民係の窓口が玄関から少し離れているため、思うように御案内が出来なかったのが実 

情でございます。人員に余裕があれば、玄関に職員を張りつけることも出来ますが、専 

属を置くだけの余裕はありませんでしたので、今回、総合案内用のＡＩロボット、ソフ 

トバンク社のペッパーをリースし、しばらく様子を見る予定であります。なおペッパーの

年間経費は約８７万円となっております。次に、庁舎の中がわかりにくいという声が聞こ

えるが、何か検討されているか尋ねるとの質問にお答えします。庁舎の中がわかりにくい

という原因の一つには、通路に向かって、各課の課名の表示が見えないこと、また、一つ

には曲がり角に各課への矢印がないことが挙げられると感じましたので、課名のぶら下

げや、矢印の張りつけを行い、改善するよう既に発注をしています。なにぶんにも、庁舎

内が広くコの字型になっておりますので、住民の皆様方には御迷惑をおかけしているこ

とに、申し訳なく思っているところであります。 

次に、今回の町議会選挙についての１今回の投票率について、過去の結果と比べどう 

だったのか尋ねる。及び２、投票所の場所、掲示板について尋ねるとの質問にお答えいた

します。今回の投票率は６３.８９％、前回が６８.７６％、前々回が７６.７８％で、その

前が８２.３１％、またその前が８２.５４％で、平成２年以前は、９０％を超える投票率

でありました。過去の結果と比較しますと、ここ２回は特に低い結果となっております。

ただ、今回及び前回につきましては、町⾧選挙が無投票となっており、町議選挙のみとな
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っておりますので、多少影響しているものと考えます。次に、投票所の場所、掲示板につ

きましては、投票場所には前回から宮尾、⾧山地区がふれあい広場に統合され、井手の上

公民館が、Ｂ＆Ｇ海洋センターに変更され、その結果、投票所が１箇所減っております。

今回、各投票所の投票率で見ますと、第三小学校、南集会所、Ｂ＆Ｇ海洋センターの３投

票所の投票率が６０％より下がっている状況です。掲示板につきましては、今回は全体で

６７箇所設置しており、前々回より７ヶ所減少しております。ポスター掲示場につきまし

ては、１投票区につき５ヶ所から１０箇所以内で政令で定めるところにより設置するこ

とと公職選挙法で規定されており、これにより、町選挙管理委員会で各投票所の掲示板の

設置数を決定しているところであります。以上お答えいたしまして、この後の質問につき

ましては、自席よりお答えさせていただきます。また詳細については担当課⾧よりお答え

します。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 明解な答弁ありがとうございます。それでは一つずつやってい

きたいと思っております。今、町⾧の答弁でＡＩロボットペッパーを導入されるというこ

とでしたけれども、じゃ、全くその案内係というその人員的なものはもう設置されない。

ということで判断してよろしいですかね。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君） 専属の案内係というのは考えておりませんけれども、ペッパー君と、

それとあわせて、それぞれの職員が、お客様が来られたときには、１人一人丁寧に対応す

るようなことは周知して参りたいと思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 一つ今の時点から前進はしているかなとは思います。ただ自分

はですねそこに過去何年か前にですね、ワンストップ行政ワンストップサービスについ

て質問させてもらいました。そこに案内係が行ってですね、高齢者、また足の不自由な方

が来られた場合に、そこに問合せをすれば、そこの案内係から各課に連絡をしてもらって、

各課の担当者の人がそこに出向く。そしてまた必要とあればその人がまたほかの課にも

用事があるようでしたらそこからまた連絡をつないでもらって、そこに行ってもらう。こ

れがせっかく今回こもれびホールというのをつくってもらったわけですからそこを待合

室として、そこに職員が出向くようにすれば、これが一つのワンストップサービスの完結

につながってくるんじゃないかと思っておりますけれども。こういうことは全く、繋いで

考えられなかったんでしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤平君） 当初ですね、やはり新庁舎になって面積もかなり大きくなってお

ります。やはり１番いいのはですね、職員、少し職場に慣れたですね、何でも大体分かる

ような職員が、窓口で迎えて御案内するというのが１番いいというふうに考えておりま

したけどどうしてもですね、それには人件費あたりが専属で必要だということで、今回は
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住民係のほうにですね、お客様がいらっしゃいましたら、庁舎の図面をですね、渡して、

それで案内してくださいということでお願いはしておりましたけども、ちょっとこうい

う結果になってしまいました。で、ワンストップサービスを今質問されておりますけれど

も、今回、デジタル推進室というのを設置しております。その中で、住民の方が、もう１

か所ですね、例えば、１番いいのは、もう来られる前からですね、どういう目的で来られ

るかというのを確認出来た上で、来られたらば、即、用事のあられる課の方に御案内が出

来たり、もしくはその課の者を呼び寄せたりですね、そういうことができるような、受付

システムもですね、ちょっと今回、令和４年度にですね、新たに設けようという考えはご

ざいます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） そうですね、これはもう、どこの町市町村でもそのワンストッ

プ行政はなかなかこう、なかなかたどりつけていません。ですからこの庁舎が新庁舎とな

った今ですね、これこそが１番いい機会かなあと思って、また新たにこういう問題を提示

してみました。自分のこの流れからすればちょっと逆転してちょっと順番が変わるんで

すけれども、本来ならですね、町⾧は当初から町⾧になられた当初から言われてたですよ

ね職員の挨拶っていうこと。何回も言われてましたよね。これがまだ、なかなか自分たち

が感じてもですね、これは認識の違いかもしれないんですけれども、なかなか職員さんの

声がですねあんまり聞こえてこない。これをですね、職員さんがどんどん声をかけていけ

るようにすれば、本来ならばそこで案内もですね、尋ねやすくもなるし、本来ならば案内

係というのはなくて当然なんですよ。逆に考えればですね。であることが逆に恥ずかしい

かなって思えるような気もします。ですから、職員さんが一人一人町⾧が最初から言われ

たように、そのようにここには課⾧さんおられますから、職員さんに徹底してもらって、

もう姿が見えればどっからでも、「こんにちは」「おはようございます」と声をかけてもら

えるようにすれば、ちょっとこの人に尋ねてみようとか、自然とそこで接点が出来てきま

すから、そういうのを、並行してやってもらえればなと思いますけれども、どうでしょう

か。 

〇議⾧（立山秀喜君） 町⾧。 

〇町⾧（佐藤安彦君）はい。今、井下議員が言われていることが理想的なことだと思います。 

私もこれまでずっとそのような話をしてきておりまして課⾧会等でも機会あるごとに、

町民の皆さんには、来庁者の皆様には挨拶をしようと、そしてそこで声かけをしながら、

町民の皆さんの何を求められているのかを、そういったことで対応できるようにしたい

ということでお話をしておりますけど、まだまだ私の指導不足のところもございます。と

いうことで、引き続き、課⾧会等、あるいはいろんな文書等も出しながら、そういったこ

とができる職員の育成ができるように取り組んで参ります。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） ぜひお願いしたいと思いますし、私たちもですね、議員だから
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とか、そういったものは取り除いて、誰か困っている人、何か探してあるんじゃないかと

思った方を見かけたらですね、自発的に声をかけていくように、自分たちも心がけます。

少し戻りますけれども、町⾧がさっき言われた案内ですね、この案内に関して、どうして

もまだまだわかりにくいと思います。自分もまだ慣れません。初めて来られた方は５年先

でも１０年先でも初めて来られる人は、初めてですから、病院の廊下のように矢印とか線

を色分けしていくことは出来ないんですかね。何々課にはどうやっていきますとか、そう

いった通路にマーキングというのは。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 何名かの方がですね、やはり病院みたいにですね、色分けをし

て、課に向かった矢印を引いたらどうかというふうなお話がございました。ただ今回はで

すね、そもそもの庁舎のつくりそのものがですね、向かって正面に、看板が見えないとい

う部分がございますので、まずはですね、その看板の設置を行って、それから、もう一つ

が庁舎が校舎あたりとコの字型に出来ておりますので、どうしても曲がり角あたりがわ

かりにくいというところで、各変化のある部分にですね、この課はどこにありますよ、と

いう矢印を設置してみて、様子を見たいというふうに考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） もう一つ一つが親切になりますから、それはぜひ行ってもらい

たいと思います。ただもう一つがですね、正面玄関から入って会計課があり、税務住民課

があり福祉課がありますけれども、これは個人情報の保護の観点からですね非常に大事

に、いいことだと思いますけれども、窓口が一つずつこう区切ってあるんですよね。 

だからその福祉課に行っても、担当の課がですね、ここかな、ここかなっていう感じで一

つずつ覗いていかなん、て言われるとですよ。ですから、そういうのも上から福祉課の何

何係何係っていうのを分かり安く、こう下げてもらえれば、更にいいんじゃないかと思っ

てこれもう一つ申し入れます。それとですね、この前町⾧もですね、確定申告にこられた

方がおられたときに、きつそうに階段を上っておられましたので、「エレベーターはこち

らにありますよ」って言ってありましたけれども、これは建物の構造上ですね、なかなか

エレベーターがどこにあるかわかりません。だからそれこそエレベーターっていうよう

なものを下げてもらって、なるべくもうせっかく付けてあるんですから、利用できるよう

にしてもらえればと思いますので、それもよろしくお願いしますけれども、どうでしょう

か。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） それぞれの係の表示につきましては、もう大変申し訳ないんで

すけど、こう見られてですね、事務室に向かっての看板にはですね何々係というのが大体

記載してあるんですけれども、それもですね、事務室に向かわなければわからない状態で

すので、その辺のところも、今後検討させていただきたいと思います。それから、議員が

おっしゃいましたようにエレベーターがですね、どこにあるか全くわかりにくいという
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のがございましたので、その表示につきましては今回ですね、サインを作るようにしてお

ります。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） ありがとうございます。 

今言われたようなサービス、また案内、これはもう徹底して、もう早めにしてもらいたい

と思います。自分たちのようにですね、元気で動き回る人間ばかりではありませんので、

よろしくお願いしたいと思います。役場新庁舎に関してはもう大体そういうことを尋ね

てみようと思っておりました。 

次に選挙ですね、今回の議会議員選挙についてですけれども、投票率はですね自分もこ

こに担当課のほうからいただいておりますので、ここに町⾧が言われたように数字とし

て 明記してますけども、３年、過去３回ですけども過去５回から振り返れば、やっぱり

かなり減ってきているようには思います。期日前投票者数に関してはですね、これも減っ

ていますけどこれも新庁舎を考えれば、もう少し増えてもよかったんじゃないかなと、１

人これは自分なりの感想です。年代別ってはわかりますかね、大幅な年代でも構いません

けど３０代までとか、５０代までとか、あとは６０代以上とか、そういったふうな、今回

の推移とかわかりますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 年代別の集計は行っておりますが、ちょっと手元に資料がござ

いません。誠にすいません。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 後で見せてください。それとですね、町内においての投票率の

数字を今伺いましたけれども、近隣に行われた先の衆議院選挙ですね、これにおいてはそ

の近隣の⾧洲、玉東、和水に対して何％ぐらいの投票率だったかこれはもう、明示してあ

りますか、南関も含めまして。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤平君） 投票率につきましてはデータは出ております。 

南関が１番、投票率が悪うございましたけれども、明確な数字につきましては手元に資料

がございませんので、すいません。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） これは自分なりに調べております。⾧洲は６１.５２です、玉 

東が６３.９１、和水が６４.９２、これに対して南関町はですね、５７.７４です。極端に

６０行ってないし少ないですよね。今後決めるですねこれ国政にしろ、町の選挙にしろ投

票率は落ちてきてるわけですけれども、本来ならばですね、もうこれは町としても南関町

の人間としてもこれ非常に恥ずかしいことじゃないかと、自分では思っております。なぜ

かというとですね、今後のことに対して関心のある人がこれだけしかいないと。そういう

のを、数字がここに投票率として出てるんじゃないかなと思っております。これに関して
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はですね、今後何か対策とか、それは町のほうでは考えられてますか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 投票に行かれるようにですね、防災無線等で放送したりですね 

広報誌に掲載するところまでしか現在のところは行っておりません。例えばですね、選挙

期間中に、これちょっと前の話ですけど、投票に行ってください、というふうな広報車あ

たりを回していた経緯もございますので、その辺あたりと、もう一つは明るい選挙の運動

の中でですね、もう少しアピールをしていきたいというふうに考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） もちろん大事だと思います。ただですね、先ほども言いました

その年代別をもう１回きちんと把握してですね、何でこの年代は投票率が少ないか多い

か。その辺も今後の対策の一環として、十分これは検討できる課題だと思いますのでそこ

は十分、もう一度検討してください。してですね、やっぱ投票率を上げることによって今

より更にですね、そこに民意をくみ上げることが出来ますので、これはもう単なる数字じ

ゃなくて大事なものとして捉えてもらいたいと思います。十分町⾧もわかっておられる

と思いますけども。この投票所については、前回よりも減ってると、さっき聞きましたけ

ども、どうしてこれは、賢木で言えば、草村地区がふれあい広場に集合されて、宮尾から

すればかなり遠い距離になりますけれども、これはどういったいきさつがあって、減らさ

れたんでしょうか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 前回の投票から、宮尾⾧山地区が、上⾧田のふれあい広場のほ

うに変更になっておりますけど、元々１１箇所というのがずっと投票があっておりまし

た。それを一つの区切りの中で、一つは面積的なもの、それからもう一つは、選挙人の登

録者数あたりを勘案して、1 箇所、統合という形になったというふうに、考えております。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 減らすというのは、先ほどから言ってる投票率を下げることに

つながるとは全く考えられないのですか。それと、そこの地区からですね、今回宮尾は西

田議員が出ておられますけど、ほかの場所だったとしてもですね、何ら問題はないとの考

えなのでしょうか。 

〇総務課⾧（古澤 平君）大変、お答えにくい部分で質問でございますけど、統合した当時

の選挙管理委員会のほうで判断して、妥当であるというところで決定したものと思って

おります。 

〇８番議員（井下忠俊君） 今回こう自分がもらった投票所の数は出てますけれども、何番

がどこの場所っていうのはわかりませんから、実際そこが投票率が上がったとか下がっ

たのかそれは、この時点でわかりませんので何とも言えませんけれどもですね。逆にです

ね、先ほどから投票率にこだわってますけれども、今回は前回、前々回と比べたら本当に

悪天候でした。まして選挙当日はですね、非常に寒くて、もうそのような中、交通手段の
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ない方は歩くか、誰か車にお世話になるしかない状態です。もう総務課⾧もよくわかられ

るように、宮尾からふれあい広場まで歩いたらどれだけ時間かかるか、分かられるでしょ

う。そういう中でですね、自分にもですね、選挙に行きたいけど、足が悪くていけんから

車に乗せていってもらえんだろうかって言われたけど、交渉候補者本人が乗せていくわ

けにはいきませんので、誰か手が空いてる人おられたらお願いします、という形で振りま

したけれども、そういう方もですね、結構おられるんじゃないかと思っております。広い

会場ということも今言われたんですけれども、こういったコロナ禍の中だけんこそです

ね、密にならないように、ある程度地区に入り込んで、ものすごいそこに人員も必要にな

ってきますけれども、そういったところまで少しこだわって、選挙を行っていけば、若干

投票率の改善にもそういうことからも呼びかけだけじゃなくて、そういった場所の整備

とかそういうやり方をすれば、投票率も、ある程度上がってくるんじゃないかとも思いま

すけども。どういう思いですか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 実際ですね、南関町、大変高齢化が進んでおります。議員がお

っしゃいますようにですね、移動手段がない方に使われましてはですねかなり、厳しい状

況だと思います。ただ、現在は期日前投票もございますので、その辺あたりも十分利用さ

れてですね、投票していただければというふうに考えます。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 期日前もそうですけれども、一つこれは可能かどうかわからな

いんですけども、乗り合いタクシーなどは利用できないんでしょうか、まちづくり課⾧。 

どうですかね、例えばですね、投票券を提示すれば、無料で投票場までは送迎しますよと

か、乗り合いタクシーの機能を使ってですね。これ町の補助を使っている事業でもありま

すし、町の大事な行事の一環ですけれどもそういうのには使えないんですかね。 

〇議⾧（立山秀喜君） まちづくり課⾧。 

〇まちづくり課⾧（坂田浩之君） そこについてはまだ検討はしてませんでした。実際です

ね、使えるか使えないかというのは今後の検討になっていくかと思いますけど、先ほど総

務課⾧からもありましたとおり、期日前で、平日、乗り合いは運行してますので、よけれ

ば、そのときを利用していただければと思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 大いに利用してもらう分にはもうそれは大いに賛成なんですけ

ども、ある程度投票券を見せばですね、３００円がこれは無料になりますとか、そういっ

たことも今後は考えながら、あくまで最後はやっぱ投票率にもつながるような形で、持っ

ていってもらえればと思います。何でもかんでもありというわけではありませんけれど

もですね、そういった事業が行われている以上、それがもし有効活用だとすれば、こうい

うのも検討課題として捉えてもらえれば、今までのもう過去５回にわたって投票率が下

がってきている。これはもう今後、高齢者ますます南関で、もう４０％ですかね、超えて
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ますかね。ということはもう、４０数％の高齢者が、６５歳以上が１０人に１人っていう

ことですよね。これがあと４年後だったらもっとこの数字上がると思いますので、もっと

選挙自体に行くのが不便になるんじゃないかと思いますから、そういうところも踏まえ

た上で、検討していってもらえればと思っております。それとですね、文字を書けない人、

読めない人も中にはおられますけれども、これ大事な有権者の１人です。そういった文字

を書けない人でもですね、顔の認識はこの人って言えば分かるんじゃないかとも思いま

すけれども、そういう話も自分は聞きました。投票所のですね、名前を書いてる上に、そ

の新聞に掲載された顔写真でもいいですかそれは載せられないんですかね。これちょっ

と専門的なことですね自分もわかりませんけど、これどうなんですか。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 投票所に候補者の写真を張るいうことですかね。これもちょっ

と私もちょっと調べてみなければ何ともお答えが出来ません。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 今まではこの人に書いてくださいと言えば、立会い人の方が名

刺を持ってその人を変えたことはあるということを聞いたことあります。ただ、名刺をで

すね本人がその人の名刺かと、自覚をしてるかどうか、それはわからん部分もありますか

ら、きちっとこの人をお願いしますという意思表示ができるんであればですね。 

そういうのもあっていいんじゃないかと思いますけれども、公職選挙法にそれが合うか

合わないか、これはもう、しっかり確認された上で構いませんので、もしそれで良いよう

であればそれも一つの検討課題として、上げておいてください。もう一つですね、ポスタ

ー張りをお願いした人からの話なんですけれども、とにかく入りにくいところがあった

という声を聞いてますけれども、この町のほうは何も聞いて、ありませんかね。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 

〇総務課⾧（古澤 平君） 場所的にですね、コの字になっとったりですね。それから、防

火水槽のフェンスに張ってあったということで、ちょっと位置を変更した部分がござい

ました。ただ、掲示板にそのものにポスターが張りにくいというのはちょっと私のほうで

はお聞きしておりません。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） 自分が聞いたところでは３箇所。肥猪の公民館前ですね。 

それと、福山地区の公民館前や八重丸地区の公民館前、ここは崖の上でですね、高くて届

かないと。脚立がないと届かないと言われたんですよ。肥猪の公民館になると公民館側か

ら上がっていけばですね塀を乗り越えるようにして、逆さま向いて張らないといけない

から、これとても高齢者が無理ということを聞きましたけども、そういうところの掲示板

が設置されたところは、確認とか、ここだったら大丈夫とかそういうのは確認されてます

かね。 

〇議⾧（立山秀喜君） 総務課⾧。 
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〇総務課⾧（古澤 平君） 担当のほうでですね、全ての投票、掲示板のところは、チェッ

クはかけておりましたけれども、極端にそれを届かないところに掲示板があるとかです

ね。そういうのはちょっと私のほうの耳に入っておりません。 

〇議⾧（立山秀喜君） ８番議員。 

〇８番議員（井下忠俊君） はい、もうその日のうちに自分の耳には、ポスター張りをお願

いしてた人からですね、そういうふうなことを聞きましたので。何もなくても４年後には

もう１回また選挙があります。４年ごとに必ず選挙ありますので、そういうところにもで

すね、今自分が張るんだったら、どうかなというような気持ちになりながら、確認をして

おいてもらいたいと思っております。今回はですね、取り急ぎ選挙が終わる、それからそ

の選挙と新しく出来た新庁舎に関しての疑問点を質問として投げかけたわけですけれど

も。まとめに入りますが、主にですね、これ住民の方から聞こえてきた声を今日は質問さ

せていただきました。今日の町⾧の施政方針でもですね明記されていた３本の柱の一つ

である、高齢者や障がいがある方も安心して暮らせる環境の整備、これは本当に大事なこ

とだと思っております。これはですね、そういう私たち自身も肝に銘じておかなければい

けないことですけれども、今までどおりそしてこれからもですね、あらゆることに対して、

町民目線で物事に対処していきますので、どうか行政がもうそういうふうな目線で対処

していってもらえるよう申入れして、私の質問を終わりたいと思います。 

〇議⾧（立山秀喜君） 以上で、８番議員の一般質問は終了しました。 

これで本日の日程は全て終了しました。明日１０日は午前１０時に本会場に御参集くだ

さい。これにて散会します。起立。礼。お疲れ様でした。 

―――――――〇――――――― 

散会 午後４時 40 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


